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むつ市議会第１９２回定例会会議録 第２号

平成１９年６月１９日（火曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【議員の辞職】

第１ 議長の議員辞職について

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第２ 議案第33号 むつ市マリンハウス脇野沢条例

第３ 議案第34号 むつ市かまふせビレッジ条例

第４ 議案第35号 むつ市早掛レイクサイドヒルキャンプ場条例

第５ 議案第36号 むつ市ふれあい温泉川内条例

第６ 議案第37号 むつ市湯野川温泉濃々園条例

第７ 議案第38号 むつ市脇野沢流通センター条例

第８ 議案第39号 むつ市野平高原交流センター条例

第９ 議案第40号 むつ市まちの駅かわうち条例

第10 議案第41号 むつ市育英基金条例の一部を改正する条例

第11 議案第42号 むつ市税条例の一部を改正する条例

第12 議案第43号 むつ市行政財産目的外使用料徴収条例の一部を改正する条例

第13 議案第44号 むつ市釜臥山スキー場設置条例の一部を改正する条例

第14 議案第45号 むつ市体育館条例の一部を改正する条例

第15 議案第46号 むつ市都市公園条例の一部を改正する条例

第16 議案第47号 むつ市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正する条例

第17 議案第48号 むつ市脇野沢保養センター条例の一部を改正する条例

第18 議案第49号 青森県交通災害共済組合規約の一部を変更する規約

第19 議案第50号 青森県市長会館管理組合規約の一部を変更する規約

第20 議案第51号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員

退職手当組合規約の変更について

第21 議案第52号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増加及び青森県市町村総合事務

組合規約の変更について

第22 議案第53号 平成19年度むつ市一般会計補正予算

第23 議案第54号 平成19年度むつ市老人保健特別会計補正予算

第24 報告第４号 むつ市障害者計画について

第25 報告第５号 平成18年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書

第26 報告第６号 平成18年度むつ市国民健康保険特別会計繰越明許費繰越計算書

第27 報告第７号 平成18年度むつ市介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書
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第28 報告第８号 平成18年度むつ市水道事業会計予算繰越計算書

第29 報告第９号 平成18年度むつ市水道事業会計継続費繰越計算書

第30 報告第10号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市一般会計補正予算）

第31 報告第11号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算）

第32 報告第12号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市老人保健特別会計補正予算）

第33 報告第13号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市介護保険特別会計補正予算）

第34 報告第14号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市下水道事業特別会計補正予算）

第35 報告第15号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市簡易水道事業特別会計補正予算）

第36 報告第16号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市税条例の一部を改正する条例）

第37 報告第17号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正

する条例）

第38 報告第18号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村過疎地域における固定資産税の特別措置に関する

条例の一部を改正する条例）

第39 報告第19号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）

第40 報告第20号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成19年度むつ市一般会計補正予算）

第41 報告第21号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成19年度むつ市用地造成事業会計補正予算）

第42 報告第22号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成19年度むつ市一般会計補正予算）

本日の会議に付した事件

◎諸般の報告

【議員の辞職】

第１ 議長の議員辞職について

【議長選挙】
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第２ 議長選挙

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第３ 議案第33号 むつ市マリンハウス脇野沢条例

第４ 議案第34号 むつ市かまふせビレッジ条例

第５ 議案第35号 むつ市早掛レイクサイドヒルキャンプ場条例

第６ 議案第36号 むつ市ふれあい温泉川内条例

第７ 議案第37号 むつ市湯野川温泉濃々園条例

第８ 議案第38号 むつ市脇野沢流通センター条例

第９ 議案第39号 むつ市野平高原交流センター条例

第10 議案第40号 むつ市まちの駅かわうち条例

第11 議案第41号 むつ市育英基金条例の一部を改正する条例

第12 議案第42号 むつ市税条例の一部を改正する条例

第13 議案第43号 むつ市行政財産目的外使用料徴収条例の一部を改正する条例

第14 議案第44号 むつ市釜臥山スキー場設置条例の一部を改正する条例

第15 議案第45号 むつ市体育館条例の一部を改正する条例

第16 議案第46号 むつ市都市公園条例の一部を改正する条例

第17 議案第47号 むつ市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正する条例

第18 議案第48号 むつ市脇野沢保養センター条例の一部を改正する条例

第19 議案第49号 青森県交通災害共済組合規約の一部を変更する規約

第20 議案第50号 青森県市長会館管理組合規約の一部を変更する規約

第21 議案第51号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員

退職手当組合規約の変更について

第22 議案第52号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増加及び青森県市町村総合事務

組合規約の変更について

第23 議案第53号 平成19年度むつ市一般会計補正予算

第24 議案第54号 平成19年度むつ市老人保健特別会計補正予算

第25 報告第４号 むつ市障害者計画について

第26 報告第５号 平成18年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書

第27 報告第６号 平成18年度むつ市国民健康保険特別会計繰越明許費繰越計算書

第28 報告第７号 平成18年度むつ市介護保険特別会計繰越明許費繰越計算書

第29 報告第８号 平成18年度むつ市水道事業会計予算繰越計算書

第30 報告第９号 平成18年度むつ市水道事業会計継続費繰越計算書

第31 報告第10号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市一般会計補正予算）

第32 報告第11号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算）
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第33 報告第12号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市老人保健特別会計補正予算）

第34 報告第13号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市介護保険特別会計補正予算）

第35 報告第14号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市下水道事業特別会計補正予算）

第36 報告第15号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成18年度むつ市簡易水道事業特別会計補正予算）

第37 報告第16号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市税条例の一部を改正する条例）

第38 報告第17号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正

する条例）

第39 報告第18号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村過疎地域における固定資産税の特別措置に関する

条例の一部を改正する条例）

第40 報告第19号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）

第41 報告第20号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成19年度むつ市一般会計補正予算）

第42 報告第21号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成19年度むつ市用地造成事業会計補正予算）

第43 報告第22号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成19年度むつ市一般会計補正予算）
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出席議員（５９人）

１番 山 本 留 義 ２番 白 井 二 郎

３番 村 中 徹 也 ４番 堺 孝 悦

５番 川 端 一 義 ６番 川 下 八 十 美

７番 小 林 正 ８番 菊 池 一 郎

９番 新 谷 功 １０番 濵 田 栄 子

１１番 髙 田 正 俊 １２番 村 川 壽 司

１３番 東 健 而 １４番 澤 藤 一 雄

１５番 石 田 勝 弘 １６番 冨 岡 幸 夫

１７番 杉 浦 守 彦 １８番 柴 田 峯 生

１９番 久 保 田 昌 司 ２０番 横 垣 成 年

２１番 工  孝 夫 ２２番 大 澤 敬 作

２４番 松 野 裕 而 ２５番 東 谷 正 司

２６番 東 谷 良 久 ２７番 佐 々 木 隆 徳

２８番 立 石 政 男 ２９番 竹 本 強

３０番 坂 井 一 利 ３１番 福 永 忠 雄

３２番 板 井 磯 美 ３３番 飛 内 賢 司

３４番 赤 松 功 ３５番 田 澤 光 雄

３６番 德 誠 ３７番 佐 々 木 肇

３８番 鎌 田 ち よ 子 ３９番 菊 池 広 志

４０番 野 呂 泰 喜 ４１番 杉 浦 洋

４２番 千 賀 武 由 ４３番 目 時 睦 男

４４番 田 髙 利 美 ４５番 澤 田 博 文

４６番 菊 池 清 ４７番 柏 谷 均

４８番 工  清 四 郎 ４９番 服 部 清 三 郎

５０番 杉 本 清 記 ５１番 慶 長 德 造

５２番 佐 藤 司 ５５番 本 間 千 佳 子

５６番 半 田 義 秋 ５７番 坪 田 智 十 司

５８番 斉 藤 孝 昭 ５９番 中 村 正 志

６０番 富 岡 修 ６１番 川 端 澄 男

６２番 宮 下 順 一 郎

欠席議員（２人）

２３番 千 船 司 ５３番 工  直 義
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説明のため出席した者

市 長 職 務
代 理 者 田 頭 肇 収 入 役 田 中 實
副 市 長

公 営 企 業教 育 長 牧 野 正 藏 杉 山 重 一管 理 者

代 表
 池 十  夫 総 務 部 長 齋 藤 純監 査 委 員

総 務 部 総 務 部
税 務 佐 藤 忠 美 理 事 西 堀 敏 夫
調 整 監 出 納 室 長

企 画 部企 画 部 長 阿 部 昇 近 原  栄理 事

保 健 福 祉民 生 部 長 佐 藤 吉 男 佐 藤 節 雄部 長

経 済 部 長 佐 藤 純 一 建 設 部 長 成 田 豊

建 設 部 石 田 三 男 教 育 部 長 新 谷 加 水理 事

公 営 監 査 委 員小 川 照 久 遠 藤 雪 夫企 業 局 長 事 務 局 長

総 務 部 企 画 部工 藤 武 勝 千 船 藤 四 郎次 長 次 長

企 画 部 企 画 部
副 理 事 奥 島 愼 一 副 理 事 鈴 木 克 郎
企 画 課 長 財 政 課 長

選 挙 管 理 農 業
委 員 会 大 芦 清 重 委 員 会 村 川 修 司
事 務 局 長 事 務 局 長

総 務 部 経 済 部総 務 課 花 山 俊 春 笠 井 哲 哉水 産 課 長総 括 主 幹

経 済 部 川 内商 工 観 光 中 嶋 達 朗 工 藤 昭 治庁 舎 所 長課 長

川 内 庁 舎 大 畑産 業 振 興 小 濱 琴 一 伴 邦 雄庁 舎 所 長課 長

脇 野 沢 総 務 部舩 澤 桂 逸 松 尾 秀 一庁 舎 所 長 総 務 課 長

総 務 部総 務 部 総 務 課総 務 課  田 真 澁 田 剛行 政 係行 政 係 長 主 査

事務局職員出席者

事 務 局 長 小 島 昭 夫 次 長 髙 田 文 明

総 括 主 幹 工 藤 昌 志 総 括 主 幹 田 諭栁

庶 務 係庶 務 係 長 金 澤 寿 々 子 濱 村 勝 義主 任 主 査
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調 査 係 議 事 係石 田 隆 司 葛 西 信 弘主 査 主 任

議 事 係 井 戸 向 秀 明主 事
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（宮下順一郎） ただいまから本日の会議を

開きます。

ただいまの出席議員は59人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（宮下順一郎） 議事に入る前に諸般の報告

を行います。

まず、けさほど市長職務代理者副市長から今定

例会に提出されております議案等に誤謬訂正があ

りましたので、お手元に配布してあります。

次に、６月12日、下北駅前整備促進特別委員長

より報告のありました下北駅前広場整備計画平面

図については、本日お手元に配布しておりますの

で、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（宮下順一郎） 本日の会議は議事日程第２

号により議事を進めます。

〇議長（宮下順一郎） 私は、このたび一身上の都

合により議員の辞職願を副議長に提出いたしまし

た。

これから私の一身上の事件に関しますので、除

斥のため退場することとし、副議長と交代いたし

ます。

暫時休憩いたします。

午前１０時０１分 休憩

午前１０時０４分 再開

〇副議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

◎日程第１ 議長の議員辞職について

〇副議長（山本留義） 次は、日程第１ 議長の議

員辞職についてを議題といたします。

まず、辞職願を事務局長に朗読させます。

〇事務局長（小島昭夫）

辞 職 願

今般、一身上の都合により、平成19年６月18日

付で議員を辞職したいから、地方自治法第126条

の規定により許可されるよう願い出ます。

むつ市議会副議長

山本留義 様

むつ市議会議員

宮下順一郎

〇副議長（山本留義） お諮りいたします。

宮下順一郎議長の議員辞職を許可することにご

異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇副議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よ

って、宮下順一郎議長の議員辞職を許可すること

に決定いたしました。

◎日程の追加

〇副議長（山本留義） ただいま議長が欠員となり

ました。

お諮りいたします。議長選挙を日程に追加し、

ただちに選挙を行いたいと思います。これにご異

議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇副議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よ

って、議長選挙を日程に追加し、ただちに選挙を

行うことに決定いたしました。
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◎日程第２ 議長選挙

〇副議長（山本留義） 次は、日程第２ 議長選挙

を行います。

選挙は投票をもって行います。

議場を閉鎖いたします。

（議場閉鎖）

〇副議長（山本留義） これより出席議員数の確認

を行います。

ただいまの出席議員数は58人であります。

投票用紙を配布いたします。

（投票用紙配布）

〇副議長（山本留義） 投票用紙の配布漏れはあり

ませんか。

（ なし」の声あり）「

〇副議長（山本留義） 配布漏れなしと認めます。

投票箱を改めます。

（投票箱点検）

〇副議長（山本留義） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は単記無記名であ

。 、ります 投票用紙に被選挙人の氏名を記載のうえ

点呼に応じて順次記載台で記入して投票を願いま

す。

点呼をいたします。

〇事務局長（小島昭夫） それでは、ただいまより

お名前を読み上げます。

投票記載台のスペースの関係により、同時に投

票できる人数は３名となっております。３名ずつ

お名前を読み上げますので、順次投票記載台にて

被選挙人の氏名を記載し、投票箱に投票してくだ

さい。

（事務局長氏名点呼・投票）

〇副議長（山本留義） 投票漏れはありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇副議長（山本留義） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

〇副議長（山本留義） 開票を行います。

会議規則第31条第２項の規定により、立会人に

25番東谷正司議員、30番坂井一利議員、46番菊池

清議員を指名いたします。

、 、 、よって 25番東谷正司議員 30番坂井一利議員

46番菊池清議員の立ち会いを願います。

（開 票）

〇副議長（山本留義） 投票の結果を報告いたしま

す。

投票総数58票。これは、先ほどの出席議員数に

符合いたしております。

そのうち有効投票 ５５票

無効投票 ３票

有効投票中

川端澄男議員 ２４票

川下八十美議員 １９票

新谷 功議員 ７票

工孝夫議員 ４票

菊池広志議員 １票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は14票であります。よっ

て、川端澄男議員が議長に当選されました。

ただいま議長に当選されました川端澄男議員が

議場におられますので、本席から会議規則第32条

第２項の規定により告知をいたします。

川端澄男議員にごあいさつをお願いいたしま

す。

（61番 川端澄男議員登壇）

〇61番（川端澄男） それでは、ごあいさつを申し

上げます。

ただいま議員の皆様方からご推挙いただき、第

21代むつ市議会議長を務めさせていただくことに

なりました川端澄男でございます。身に余る光栄

であり、大変感激いたしておりますが、同時に責
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任の重さをひしひしと感じているところでありま

す。

もとより浅学非才の身でございますが、職務の

重要性を深く認識し、残された４カ月間を宮下順

一郎前議長が議員各位とともに築いてこられまし

た議会運営を守り、そして育ててまいる所存でご

ざいます。何とぞ至らぬ私ではございますが、議

員各位のご支援とご協力をよろしくお願い申し上

げます。

、 、 、最後になりますが 議員の皆様 理事者の皆様

そして市民の皆様、今後ともより一層のご指導、

ご鞭撻をお願いいたしまして、まことに簡単でご

ざいますが、議長就任のごあいさつとさせていた

だきます。ありがとうございました。

〇副議長（山本留義） 川端澄男議長、議長席に着

席願います。

（議長 川端澄男君議長席着席）

〇議長（川端澄男） ここで10時50分まで暫時休憩

いたします。

午前１０時３７分 休憩

午前１０時５１分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎日程第３～日程第43 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第３３号

〇議長（川端澄男） 日程第３ 議案第33号 むつ

市マリンハウス脇野沢条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。18番柴田峯生議員。

（18番 柴田峯生議員登壇）

〇18番（柴田峯生） むつ市マリンハウス脇野沢条

例につきまして、質疑をいたしたいと思います。

まず、現在脇野沢漁協に委託をしまして、現行

委託方式でやっている内容と、それから今後指定

管理者制度を導入するとすれば、このマリンハウ

ス脇野沢につきましては、具体的にそれぞれどの

ような利点あるいは欠点といいますか、そういっ

たものが出てくるのか、その比較をまずお伺いし

たいと思います。

それから、二つ目は、現在利用中止をしており

ます同施設の２階の利用につきまして、この指定

管理者制度に当たってどのような方向でいこうと

しているのか。

それから、三つ目は、現在沖合から海水を取水

しまして、その海水を取り込んでいわゆる水槽等

に利用しているわけですが、その給水施設の維持

管理等についてはどのように位置づけしていくの

か。

それから、次は、現在建物そのものの周囲を見

ますと、例えばマリンハウスという表示のものが

、 、壊れておったり それから建物そのものの形態も

外周を見ましても、建ててからかなりの年数を経

ているわけですから、今後の維持補修に対してど

のような考え方でそういったものを含めながら指

定管理者制度をどうして導入していこうとしてい

るのか、その点をお伺いしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 現在マリンハウスは柴田

議員おっしゃられましたとおり、脇野沢漁業協同

組合が管理委託を受けまして、１階で活魚等の販

売、土産品の販売、２階で現在使用中止している

わけではなくて、漁具等の展示を行っているもの

であります。同じ市の施設でありながら隣接する

流通センターの中でも土産品の販売を行うなど競

合している部分がありますので、施設の有効利用

にはまだ検討の余地があるのではと考えられてお

ります。

また、施設の休館、運営時間帯の運営体制の一
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体化などの２施設を一体的に民間のノウハウを活

用して効率よく管理運営することによりまして、

さらに地場産品の生産販売の活性化が図られるの

ではと考えておるところでございます。

また、２階部分につきましては、先ほどお話し

しましたとおり、現在脇野沢地域の漁民が使用し

た古い漁具等を壁際等に展示しておりますが、今

回の条例改正によりまして、中央部分のスペース

を一般使用できるように改正するものでございま

す。利用方法については、いろいろ考えられます

が、私なりに考えてみますと、フリーマーケット

や、現在団塊世代の人が退職しまして、絵画、趣

味、手芸などの趣味の分野の個展、あるいは地域

特産品の試食試飲会、あるいは友達同士の懇談の

場として活用できるのではないかと考えておりま

すが、民間活力を期待するこの制度により指定管

理者の意向が反映されることとなります。

施設等の補修については、基本協定の中で定め

ることになりますが、これまで指定管理者制度に

移行したほかの施設の例によりますと、軽微な修

理修繕は指定管理者で、それ以上のものについて

は市で補修することになると思います。

当該施設につきまして、先ほど柴田議員おっし

ゃられたとおり、この施設そのものは平成５年

12月に設置されたものでございますが、築後14年

経過しておりますことから、先ほどの給水施設等

については、平成18年度において冷却装置、循環

ポンプあるいはドアの補修、オイルタンクの改修

等実施しております。それでも議員おっしゃられ

ましたとおり、依然として外壁等の傷みが激しく

て、また一部看板がはがれ落ちている現状にござ

います。私どもは、できれば看板など小規模な補

修については指定管理者に移行する前に修繕して

しまいたいと。外壁も海運会社の方では平成20年

の４月以降に新造船を就航することになってござ

いまして、新幹線の青森駅までの開業の問題もご

ざいまして、お客様を迎える体制をとりたい。そ

してまた、今二つの施設がすぐそばに隣接はされ

ておりますけれども、雨あるいは冬期間、なかな

か隣の施設に行くというふうなことが容易でない

。 、状況にございます でき得れば渡り廊下をつけて

天候の悪いときでも一体的に利活用できるような

ことも検討していかなければならないのではと考

えておるところでございます。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 部長の個人的な考え方の一つ

としていろんな点もお伺いしたのですけれども、

やはり現在この施設は、できて以来漁協の運営と

深くかかわりをしてきているわけです。したがっ

、 、て 指定管理者制度で競争力を働かせるとすれば

いわゆる漁協の今日の経営努力にも影響を与えて

くるのではないかと私は思うのです。

それともう一つは、今度ほとんど指定管理者制

度になると、いわゆる消費税が旧町村部でも上積

みになります。そして、さらに経営上の現在困難

な状態の中にあるものに対して、逆に漁協にも消

費税がかかってくる。だから、漁協というものを

無視して指定管理者制度の導入で活力を図るとい

うことが果たして本当にこの地域にとってプラス

になるのかどうか、私は非常に疑問があると思っ

ているわけです。漁協そのものが指定管理者にな

れば、これまた別ですけれども、そこのところの

。 。調整が非常に問題になります それが二つ目です

それから、今部長からお話が出ましたから、シ

ィライン株式会社の関連、それから現在ある、い

わゆる交流センター、こういったもの、交流セン

ターにつきましても後ほど質疑しますので、譲り

たいと思いますけれども、渡り廊下の必要性とい

うのは、当初から私は出しておったわけですけれ

ども、いずれにしても、その考え方として、これ

らの施設を全部一体化してやるとすれば、確かに

活力というような面でのいい面が出てくる反面、
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地元の今までの努力というものを失わせる考え方

もやっぱり当然出てくるだろうと私は思うので

す。ですから、その調整をどういうぐあいにして

いくのか、今ただちにこの条例を議会で承認を得

られれば、ただちに施行してただちにやるという

ことで果たしていいのかどうかという私は疑問を

持っています。その辺をまずお聞きをしたいと思

います。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 皆さんお手持ちの条例の

中の第１条の設置のところにも書かれております

とおり、このマリンハウスの設置条例の目的は、

市民の水産業の理解を促進するため、水産業活性

化施設を設置するとございまして、指定管理者制

度に応募してくださる方がたくさんおったとして

も、地元で今まで管理運営に携わってきました水

産業の中心となってきました漁協のお手伝いなり

を、あるいは先ほどおっしゃられましたように、

漁協が直接指定管理者になれば別ですけれども、

そうでない場合であっても漁協のお手伝いあるい

は協力は必要なものと思います。

それから、柴田議員が調整というお言葉を使い

ましたけれども、何社あるいは何団体か知りませ

んが、応募してきますと、私どもはそれぞれ応募

の申請資料を吟味いたしまして、指定管理者選定

委員会の方でそれぞれ何度も議論を、協議を重ね

ますので、柴田議員がご心配なさる点は委員の方

々もいろいろな意味で協議なされるのではないか

と思ってございます。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） それと、施設の整備の問題で

す。そして、それをどこで押さえるのか。今まで

やってきた指定管理者制度の中で、後ほど出てき

ますけれども、例えば脇野沢保養センターなどの

施設整備の問題も含めて、やっぱりある程度の既

存の施設、一定の年数を経過した建物のその基準

というものを設けなければ、できた、指定管理を

した、即また新たな維持管理の手を加えなければ

ならないというようなことではいけないのではな

いかと私は思うのです。

、 。例えば今回例を挙げますと 保育所の問題です

民間委託する場合に、施設を全部整備したうえで

移管するというような、こういう旧市町村から引

き継いできた施設を指定管理者に移行するに当た

っては、そういうある程度の検討も必要ではない

かと思うのですが、いかがでしょう。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 公共施設の維持管理につ

きましては、それぞれ旧町村から私ども新市が引

き継いできたものばかりでございますが、皆さん

ご承知のとおり、地方自治体の財政状況が思わし

くなかったために、建設後適時適宜に維持管理で

修繕してきた施設ばかりとは言えないものがござ

います。確かに今のマリンハウスについても、私

どもが合併してから現地に行って見させていただ

きますと、それまでにもやらなければいけなかっ

たものもございます。

今いろんな事業を計画いたしまして、財政状況

等勘案しながら、私ども経済部としましても、こ

ういう順番で施設の維持補修あるいは改修をして

くださいというふうなことで庁内で協議しておる

ところでございます。できるもの、緊急なものは

すぐさせていただきますし、私どもの職員が自分

たちの手でできるものもさせていただいておりま

す。柴田議員の趣旨は重々知っておりますが、何

分にも大改築については裏づけとなるものと相談

しながら進めてまいらなければならない事情もあ

ることもご理解願いたいと思います。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

以上で議案第33号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第33号は、
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お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業経済常任委員会に付託いたします。

◇議案第３４号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第４ 議案第34号

むつ市かまふせビレッジ条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第34号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第３５号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第５ 議案第35号

むつ市早掛レイクサイドヒルキャンプ場条例を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第35号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第３６号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第６ 議案第36号

むつ市ふれあい温泉川内条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、13番東健

而議員。

（13番 東 健而議員登壇）

〇13番（東 健而） この議案第36号は、次の議案

第37号、議案第39号、議案第40号と川内地区に関

することでありますので、関連性がございます。

また、この提案理由で八つの指定管理について提

案するという説明がなされていますので、指定管

理についての全般的な質疑ととらえていただけれ

ば大変ありがたいと思います。

それでは、質疑に入ります。議案第36号 むつ

市ふれあい温泉川内条例について、２点お伺いい

たします。

まず、指定管理者の規則と報告についてであり

ます。ウェルネスパークは、３年後まで債務負担

行為を設定しています。ふれあい温泉の指定管理

は債務負担行為は必要ないものと思いますが、こ

れが今まで市で管理しておりました。これが指定

管理になれば、管理の仕方がある程度自由になる

ようであります。しかし、管理運営に対しての規

則があり、報告の義務が生ずると思います。そこ

で、それがどのようになるのか、今までの違いに

ついてどのように変わるのか、どのような形で行

われるのか、ご説明いただきたいと思います。

また、この規則と報告についてはどのようにな

っているのかお伺いいたします。

次に、指定管理料金と収支の決算報告について

でございます。このような小規模なものに支払わ

れる金額はどのような取り決めで、どのくらいの

金額になっているのでしょうか。また、提案理由

の中で利用料金は指定管理者が決め、自己の収入

として収受するものとするとあります。管理料を

超える多額の収入があった場合、その収支の決算

報告はどのようになっているのでしょうか。

また、これが不採算になった場合の補償の取り

決めなどはどのようになっているのかお伺いいた

します。

まず、以上、２点についてお答えいただきたい

と思います。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 一般的に指定管理者制度

では、現在まで行われてきております中で、すべ

て債務負担行為で議会の承認を得てございます。

私ども指定管理者と管理協定を結ぶ場合、１年間
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の管理協定の中で３年間の管理協定を結ぶことに

。 、 、なります １年目は 当該年度でございますので

予算の裏づけがございます。３年間お願いします

よといったものの２年目、３年目は予算の裏づけ

がございません。そういたしますと、受けた指定

管理者は経営面に非常に不安になる。そういう意

味で議会の御議決をいただきまして、債務負担行

為をとらせていただき、２年目、３年目、管理協

定を結んだ期間については予算の裏づけがござい

ますよという意味合いで債務負担行為をしてまい

りましたので、それと同じくふれあい温泉につい

ても１年ごとに指定管理者をかえるということで

は安定した経営ができませんものですから、最低

３年間の管理協定を結びたいと考えてございます

ので、ふれあい温泉についても債務負担行為は必

要なものと考えてございます。

規則については、まだ定めておりませんが、指

定管理をする場合、まず基本協定書を市と結びま

す。基本協定書の中には、業務実施に係る確認事

項が記されており、業務計画、業務報告書等の提

出が定められており、これらに基づいた形で業務

が遂行されます。

また、どのような形でと、どのように変わるか

とのお尋ねでございますが、これまで市町村が建

設した公的施設の管理運営の委託につきまして

は、一部の公的団体に限られておりましたが、平

成15年の地方自治法の改正で、民間会社や法人に

よる管理が可能になりましたことは皆さんもご承

知のとおりでございます。これまでとの違いは、

館の開館時間及び閉館時間を指定管理者が定めら

れる、利用料金を使用料の範囲内で定められる、

利用料金を自己の収入として収受できる、許可す

ること、条件を付すこと、許可しないことができ

る。使用の取り消し、中止、制限ができる。これ

らのことを指定管理者は自らの裁量でできること

、 。になり 円滑なサービスにつながると思われます

指定管理料金と収支の決算報告についてであり

ますが、指定管理料として支払われる金額は、こ

こ数年の収支額を参考として決められることにな

り、不足の生じないよう設定されることになりま

す。利用料金については、指定管理者がむつ市長

の承認を受け、使用料の額の範囲内で定めるもの

としており、収入は指定管理者のものとなり、そ

の収支の報告はさきに述べたとおりでございま

す。

、 、また 不採算になった場合の補償の取り決めは

自己の責任に帰することになります。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 13番。

〇13番（東 健而） 今部長は、経営面で不安とい

うことも言いました。債務負担行為については、

３年間の必要性を訴えておりましたけれども、こ

の点は私もふだんから考えておりましたので、そ

れなりのご答弁だと受けとめました。

そこで、またこの内容とちょっと変わりますけ

れども、もう２点だけお伺いいたします。

まず１点目、宿泊施設と民業圧迫について、こ

の点を考えているわけでございますが、旧川内町

では、このふれあい温泉川内については、雇用と

いう形で人を雇いまして、入湯だけの維持管理と

いうことだったように記憶しています。また、こ

の場所は元福祉館と言われていましたが、いつの

間にか名前が変わっているわけでございます。い

つの間にか休憩室がふえたり宿泊施設ができて、

経費がどんどん膨らんで、温泉旅館を経営してい

るような維持管理になっています。管理費が増幅

し、現在の所期の目的であるこの行政の裁量の範

。 、囲を逸脱しているような気がいたします そして

これが民業を圧迫しています。今湯野川温泉の旅

館などは、利用客が相当激減しているわけです。

大変な痛手をこうむっています。経費を節約する

ため規模を拡大、制限し、宿泊をやめ、それを湯
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野川温泉の旅館などに振り向けるような対策も必

要なのではないかと思いますけれども、いかがで

しょうか。

それから、ふれあい温泉の修理修繕についてお

伺いいたします。ふれあい温泉の修理修繕につい

ては、２年で２億円をかけて修繕することになっ

ています。これが今どのようになっているのでし

ょうか。また、財政難の折であります。今後これ

をどのように進めていかれるのでしょうか。指定

管理になった後でも修理や破損などの資金は、行

、 。政持ちとなるのかどうか ちょっとわかりません

また、この不採算が続いたときの管理運営、この

継続性について、行政側ではどのように考えてい

るのか、この２点についてお伺いいたします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 再質疑の中に休憩室、宿

泊施設ができてとありますが、両方とも施設が建

築されたときからつくられており、経費が膨らん

でいるとは考えておりません。

また、維持管理費の増幅とありますが、確かに

施設の老朽化とともに維持費の増幅はあります

が、行政の裁量の範囲を逸脱しているとも考えて

ございません。

次に、民業を圧迫しているとのお尋ねでありま

、 、すが むつ市ふれあい温泉川内条例の業務として

第３条第５項では、健康保持増進及び教育研修の

ための宿泊ということになっており、一般観光客

の宿泊を想定しているものではありません。平成

15年度からの宿泊者数の平均を見ますと、１年間

で150人を下回っており、それほどの影響はない

ものと考えております。

次に、ふれあい温泉の修理修繕についてであり

。 、ます 今後のふれあい温泉の修理修繕については

事業実施計画の中で本年度は調査設計委託に

1,200万円、平成20年、平成21年度で計２億円の

大規模改修工事を計画しておりましたが、議員ご

承知のとおり財政状況が厳しく、本年度予定の調

査費は来年度以降に見送られたところであり、今

後どのような状況になるか不確かでありますの

、 。で 今申し述べる状況にないところでございます

また、不採算が続いたときの管理運営とのお尋

ねであります。これもさきにお答えしたとおりの

ことでございますが、２年目、３年目で協定協議

するときには、協議に応じてお話し合いすること

になっておりますので、ご理解願いたいと思いま

す。

〇議長（川端澄男） 13番。

〇13番（東 健而） 私が一番心配しているのは、

この今までずっと継続してやられてきた、これが

行政の手から離れれば、不採算になって継続が困

難になるのではないかという懸念があります。そ

こで、このような採算を度外視したような経営の

やり方だったように思いますけれども、これから

先、なるたけ継続できるようなご配慮のほどを望

み、一応私の質疑を終わります。

〇議長（川端澄男） これで東健而議員の質疑を終

わります。

次に、42番千賀武由議員。

（42番 千賀武由議員登壇）

〇42番（千賀武由） 議案第36号のむつ市ふれあい

温泉川内条例について、管理運営にも大事なこと

ですので、１点だけお聞きしたいと思いますが、

私は以前にもふれあい温泉川内のカメムシ対策に

ついて伺ったことがございます。そのときのご答

弁では、川内庁舎と協議しながら対策をするとい

うことでございましたが、その後の対策はどうな

っているのかお伺いしたいと思います。よろしく

お願いします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 今千賀議員お話しのとお

り、過去にもお尋ねいただいております。当時の

経済部長は川内庁舎と協議して対策を進めること
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とすると回答したと私も聞いてございます。その

後川内庁舎産業振興課と協議いたしまして、業者

に依頼し、駆除に努め、一定の効果はありました

が、間もなくもとどおりの状態に戻ってしまって

いるところであります。

また、毎年さまざまな殺虫剤等を使用し、駆除

、 、に当たってまいりましたが さほどの効果もなく

現在に至っているところでございます。ふれあい

温泉川内から５分ぐらい車で下がりました内水面

のサクラマスの飼育施設に隣接している場所に、

杉良太郎、伍代夏子ご夫妻の立派な別荘がござい

ます。彼は 「何と自然の豊かでせせらぎがすば、

らしく、温泉もすばらしいお湯だ」と 「ただ、。

カメムシのクセンコムシだけはどうしようもなん

ない」と。彼は、少なくとも自分にかける財力は

むつ市よりございますので、大手の業者やいろん

な方にお願いしたと思います。それでもこれだけ

は参ったものだと言っております。今後も殺虫剤

の使用もさることながら、窓枠等のすき間の封鎖

やきめ細かな清掃を行いまして、カメムシの侵入

防止や駆除に当たり、入館者に不快な思いをさせ

ないよう努めてまいりたいと思ってございます。

よろしくご理解のほどお願い申し上げます。

〇議長（川端澄男） 42番。

〇42番（千賀武由） 経済部長には大変なご回答を

ありがとうございました。

入浴愛好者、そして来る観光客の印象をさらに

よくするためにも、何とか今後も積極的な駆除対

策をお願いして私の質疑を終わります。ありがと

うございます。

〇議長（川端澄男） これで千賀武由議員の質疑を

終わります。

次に、20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） １点だけお願いいたします。

私は、使用料の統一についてちょっとお聞きし

。 、たいと思います 今いろんな施設があるのですが

合併してそれぞれ地域で使用料が違っているとい

うのが現状でありまして、私はこのままの状態で

いくのか、それとも最終的には統一する方向でい

くのかというのをまずお聞きしたいと思います。

私の思いですと、こういうふうに指定管理にし

ていくと、この統一というのはなかなか難しいと

いうふうな形になるのではないかなと思うもので

すから、お聞きしたいと思います。

例えば今のふれあい温泉川内の使用料を見ます

と、休養室６畳が80円でありますが、今たまたま

出ている議案書の中で、脇野沢保養センターを見

ると、同じ６畳で使用料が210円と２倍以上の開

きがあると、こういう使用料についてのお尋ねで

ございますので、よろしくお願いします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） それぞれの地域で建てら

れました施設は、それぞれの地域特有の理由がご

ざいます。入浴施設では、町の人口が何人で、１

日何人くらいのお客様が見えるかで浴槽の大きさ

も建物の大きさも設計されております。私どもも

大畑地区、川内地区、脇野沢地区のそれぞれの料

金表を統一しようかとも考えましたが、先ほどお

、 、話ししましたように 地域それぞれの理由があり

定められた料金表でございます。変えた場合、一

部が恩恵をこうむったり、一部のサービスが低下

したりとばらつきが出てまいりますので、当面の

間料金の変更は考えてございません。しかし、指

定管理者制度では、条例で決められた使用料は上

限でございまして、管理者はその範囲内で料金設

定を行うことになります。各入浴施設の利用料金

は難しいものになることになりますが、各地域の

特殊性ということでご理解願いたいと思います。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で議案第36号の質疑を終わります。
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ただいま議題となっております議案第36号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業経済常任委員会に付託いたします。

◇議案第３７号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第７ 議案第37号

むつ市湯野川温泉濃々園条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。13番東健而議員。

（13番 東 健而議員登壇）

〇13番（東 健而） 先ほどの質疑と大体似通って

いるような場所でございますので、ただ条件がち

ょっと違うわけであります。ですので、重複する

ようなところは省略いたしまして、問題だなと思

っているようなところをお尋ねさせていただきた

いと思います。

この場所は、町から大分遠いため、利用客が物

すごく少ないわけであります。管理運営には、採

算性について問題があります。今までこの場所の

管理はどのように行われていたのでしょうか。

もう一点ですが、管理者の管理運営の応募者に

ついて伺います。ここは、湯野川の人たちが多く

利用していますが、ほかからの利用客というのは

余り見込めません。幾ら努力しても冬場には雪の

ため閑散としています。年間を通しても利用料の

収受はそんなに多くありません。採算性について

も大変な問題を抱えているところでございます

が、応募者、公募についてはどのように考えてい

るのでしょうか。区域外からの募集もあり得るの

かどうか、またこのような施設を運営するのであ

れば、付近の温泉旅館などとも話し合い、できる

だけの相乗効果を期待するような取り組みも必要

ではないかと思いますが、このような対策がある

のかどうか、とりあえずこの２点についてお尋ね

いたします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 指定管理料についてであ

ります。濃々園の管理は、平成16年度までは個人

に委託しておりましたが、平成17年度からは市の

直営事業として臨時職員１名、非常勤職員１名で

管理しております。管理料金の設定は、ここ数年

の収支額を参考に決めることといたしておりま

す。

濃々園の利用者は、地元６割、町外４割程度と

推察しております。指定管理の応募については、

市政だよりやインターネット等の広報を通して公

募となり、市外からの応募も当然考えられるとこ

ろであります。

湯野川温泉旅館等との取り組みのお尋ねであり

ますが、濃々園の名称は広く伝わっているものと

考えております。市及び下北観光協議会などで作

成するパンフレットやマスコミ等にも取り上げら

れているところであります。今後も地元観光協議

会と密接な連絡をとり合いながら、旅館組合等と

の話し合いを続けていきたいと考えておりますの

で、ご理解をお願い申し上げます。

〇議長（川端澄男） 13番。

〇13番（東 健而） 質疑が重複いたしますので、

これで終わらせていただきますけれども、この濃

々園でも川内のいろんな指定管理のものでも、何

をやっても人件費が問題になります。経費削減の

余り、運営が詰まったりできなくならないように

十分なご配慮をお願いいたしまして、質疑を終わ

ります。

〇議長（川端澄男） これで東健而議員の質疑を終

わります。

以上で議案第37号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第37号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業経済常任委員会に付託いたします。
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◇議案第３８号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第８ 議案第38号

むつ市脇野沢流通センター条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。18番柴田峯生議員。

（18番 柴田峯生議員登壇）

（ ） 、〇18番 柴田峯生 この流通センターについては

先ほど部長が答弁をいたした施設と隣接をしてお

って、そして渡り廊下をつなげば有効になるので

はないかというようなご答弁いただいた施設なわ

けですが、現在この施設は３事業体に使用許可さ

れておるわけです。現実の状況を見ますと、一つ

はシィライン、そして下北汽船のフェリーとの関

連の中で業務が行われているもの、それからもう

一つは、当初の経営者から経営者がかわっており

ますけれども、物品販売の土産物品を販売する事

業体、そして当初から食堂経営をなさってきた事

業体と三つ入っているわけですが、現状をどのよ

うに受けとめておられますか、その内容を説明し

ていただきたいと思います。

それから、３事業体が一体化されますと、その

理解できる部分はありますけれども、当初からの

経過を見ますと、その入る人たちの考えが対立す

れば、過去においても許可しないとかというよう

な物議を醸したことあるわけです。そういった意

味から、この条例改正の第15条第１項第１号に関

する各種事業が、現在は三つに分かれているわけ

ですけれども、その調整がとられるのかどうか。

それから、この事業に対して指定管理者制度を

導入する利点は何なのか。指定することによって

欠点も出ますが、欠点についてはお考えがないの

かどうか。私は、最大の欠点は、特定事業の独占

を許すことにならないかと思っているわけです。

特に先ほどシィラインの話が出ましたが、シィラ

インにつきましては、非常に今回の総会でも物議

を醸しまして、いわゆる青森市が、株は買ったけ

れども撤退するというような流れの中にあるわけ

で、もちろん県はほとんどお金を出さないと。頼

みはむつ市と佐井村、それも決められた経過のお

金です。そういったことで、指定管理者制度を導

入することによって、この一体的な経営、例えば

佐井村のアルサスのような経営がされてきておっ

て、そして飲食店なども数多く入ってきたと。そ

ういう流れの中で生まれたのであればいいですけ

れども、やはり流通センターそのものは、当初か

らこの３事業体の流れということがあるわけで、

それに指定管理者制度を入れることが果たしてい

いのかどうかという考え方を私は持っているわけ

です。その辺のところをまずお伺いしたいと思い

ます。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 現状の説明については、

、 、私どもより柴田議員の方が随分お詳しくて ただ

今の内情を説明されたしというふうなことに受け

とめて答えさせていただきますと、青森―脇野沢

―佐井航路を運営する海運会社は、先般の新聞報

道で見ることができましたけれども、平成18年度

は3,700万円の赤字というふうなことでございま

。 、 、した この流通センター できて以来この会社が

会社名は変えておりますけれども、利用していた

だいております。また、マリンハウスと流通セン

ターを一体的に一つの指定管理者にお願いして利

活用したいというふうな考えでおります。その際

私どもは、一つ条件を出させていただきたいと思

っているわけでございます。それは、市が直営で

運行しております「夢の平成号」のチケットの売

り方に協力していただきたいというふうなことで

ございます。そういう意味から、この流通センタ

ーの目的に沿った形で指定管理者に移行になった

場合でも、この海運会社はそのままいていただけ

るのではないかというふうに考えておるところで
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ございます。

また、レストラン、喫茶を営んでいる業者は、

地場産品を観光客の皆様に提供してございます。

新鮮なものをおいしくいただいたと評判もよいよ

うで、そういうふうなことも聞き及んでございま

す。喫茶を兼ねておりますので、コーヒーについ

てはリーズナブルな値段で提供していて、気軽に

入れるようになってございます。今私どもが少々

悩んでおるのは、お土産品を売っている業者でご

ざいます。私は、何度か行事があって脇野沢地域

にお邪魔いたしますが、残念ながら開店している

ときに行ったことは今年度に入ってからございま

せん。以前は、アルバイトを雇って開店しておっ

たみたいですけれども、最近はアルバイトを雇う

こともできない経営の厳しさと伺っております。

窓からのぞきますと、品数も非常に少なく寂しい

限りであります。そういうふうなことを考えます

と、先ほど述べさせていただきましたマリンハウ

スの方の地場産品と流通センターの方と分離され

ているものを何とか地産地消なり特産物をうまい

ぐあいに皆さんに提供できないかというふうに考

えておるところでございます。

それから、条例第15条で地域の特産物、土産品

及び食事の提供に関することだと思われますが、

テナント希望が多数の場合、調整がとれるのかと

いうお尋ねだと受けとめてございますが、これは

指定管理者の意向によりますが、指定管理者の方

で調整することとなってございます。私どもは、

マリンハウスなり流通センターの設置目的を十分

指定管理者に公募してきた業者、団体に説明させ

ていただくことになろうかと思います。

それから、指定管理者が第３条に掲げるという

ことは、先ほどの土産品及び食事の提供に関する

ことを直接自ら行えるのかというふうなお尋ねだ

と私思ったのですが、指定管理者が必ずしも第３

条に掲げる業務を直営で行う必要はないと考えて

ございます。従来どおり、それぞれの分野におい

て施設を貸し出し、営業させることはもちろん可

能でございます。

営業使用の方法については、もちろん指定管理

者の意向によることとなります。指定管理者制度

の利点については、先ほどマリンハウスでも述べ

ましたけれども、隣接する二つの施設の運営管理

を一体化し、施設の運営に民間業者が持っている

専門的なノウハウを活用することにより、管理経

費の節減や、より多くの利用者確保のための利用

者に対するサービスの向上が期待できるというふ

うなものであろうと考えてございます。指定管理

者制度を導入することは、その指定を受けた管理

者がその施設に係る業務を行うことが基本であり

ますので、特定企業の独占を許すことにならない

かというふうなことについては、そのように私ど

もは考えてございません。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 私が申し上げた15条１項１号

に関する調整の問題ですが、指定管理者が生かし

ていくということになるというお話なのですが、

そこで定着をして事業を営んで、多額の経費をか

けて、ノウハウを生かして、そしてそれなりの経

営の基盤を築いてきたわけです。そこへ指定管理

者が入って、その指定管理者と調整がとれなけれ

ば、全く地元のそういう企業をつぶすことになり

かねないわけです。過去においても、そういうト

ラブルがあったやに伺っているわけです。ですか

ら、行政は指定管理者にすれば手を離すことです

から、非常にいいわけでしょうけれども、ただ流

通センターを指定管理者制度にすることによっ

て、そういう地道な努力をした企業までつぶすよ

うなことにつながっていけば、私は決してプラス

にならないと思っているわけです。確かに言葉の

うえでの利点は、かなりあります。しかし、実際
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その場で経営している立場の人から見れば、私は

不安でいっぱいではないかと思います。地元をや

っぱり生かしていくとすれば、やはり地元でも大

手の資本が入ってきてがらがらやってしまえば、

それで済む問題ではない。最近のコムスンの問題

でもそうです。

例えば事例を挙げて大変恐縮なのですが、市役

所の食堂だってそうです。カレーライス400円が

500円に値上がりになっています。やっぱり果た

してすべてをそういう形に持っていっていいのか

どうかという問題がこの指定管理条例の中に存在

している、まだまだ回答が出ていない問題です。

その辺について、部長、お考えを。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 柴田議員がご心配なさる

ところは、私どもがむつ来さまい館を指定管理者

制度に移行するときに同じようにそのようなお話

も承ったことがございます。というのは、むつ下

北観光物産館の中にお土産品店とレストランが入

ってございました。新しく指定管理者制度が入り

ますと、今まで長年そういうふうに培ってきた、

あるいはハードの面でもソフトの面でも、それが

どうなるのかというふうなことが一つの課題にな

りましたが、新しい指定管理者は、そのままどう

ぞいてくださいと、どうぞ使用料をおさめてくだ

さいというふうな感じで、使用料の協議はそれな

りにしておるみたいですが、継続してむつ来さま

い館の方ではやられてきておる現状にございま

す。今流通センターの方では、先ほども申しまし

たけれども、皆さんが応募なさって、公募した段

階で、私どもは説明会を開くわけですが、先ほど

お話ししたように 「夢の平成号」のようにお願、

いしなければならない、条件を付さなければなら

ない面もございます。それから、レストラン、喫

茶をやっておられる方は、お客様の増幅、観光客

が多かったり少なかったりしたとしても、違う時

間、夜の時間、朝の時間で同じ観光関連の営みを

持ってございます。そういう意味からして、ほか

から入ってきて、今観光客がだんだん少なくなっ

ていって、私ども何とか多く来てくださいと言っ

ているときに、ほかからそういうふうな方が来て

いただけるのかどうかというふうなものは心配し

ておりますし、今レストラン、喫茶をやっている

方は、そのような状況の中で評判もいいので、次

の人を見つけるのは大変ではないかと思うので

す。

土産品店については、先ほど私ちょっと悩んで

いる点がありましたけれども、そこの業者はとて

も営業を継続できないので、ことしじゅうにやめ

させていただきたい旨は内々私どもの方に話がご

。 、 、ざいます それは 入っている人の意向ですので

尊重せざるを得ないのではないかというふうに思

っておりますが、いずれにしても指定管理者に移

行になりますと、私どもの意向よりも指定管理者

の意向が民間の活力、ノウハウを活用するために

この制度をお願いするわけですから、当然そちら

の意向の方が強うございます。今現在ではそのよ

うな状況であると私は考えてございます。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 部長、もし仮に指定管理者制

度になって、その指定管理者制度と現在入ってい

。 、る人の調整がとれなくなったと そして出た場合

現在かなりの設備投資、ノウハウ、そしてそれな

りの事業をしてきた方と調整がとれなくなったと

きに、これに対する補償という問題はどうなるの

ですか。そういったことも発生してきませんか。

その辺お伺いします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 現在営業使用のための営

業使用許可は、１年ごとに出してございます。で

すので、今までそういうふうに投資してきたとこ

ろについては、補償をするという考えはございま
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せん。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

以上で議案第38号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第38号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業経済常任委員会に付託いたします。

昼食のため午後１時まで休憩いたします。

午前１１時５８分 休憩

午後 １時０１分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第３９号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第９ 議案第39号

むつ市野平高原交流センター条例を議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、13番東健

而議員。

（13番 東 健而議員登壇）

〇13番（東 健而） 議案第39号 むつ市野平高原

交流センター条例についてお尋ねいたします。

この場所を指定管理するといっても、冬期間は

閉鎖されます。管理料、補償などについて質疑す

るつもりでおりましたけれども、これは前議案と

重複いたしますので、そのことは省いておきたい

と思います。

この場所では、川内地区の特産品を販売してい

る場所でもあります。この商品の製造や運搬、販

売管理に予想以上の運営費がかかっていると思い

ます。このことをまず念頭に置いているのかどう

か、１点だけお伺いいたします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 東議員のお尋ねにお答え

いたします。

東議員が以前この議場で脇野沢の特産品焼干し

を使った製造品があると、いいものができたと。

、 、ただ それを売る場所がないというふうなことで

市長、何とかそこら辺面倒見てくださいよという

ふうなことをお話しされたことがあります。そう

いうことで、東議員のお身近なわかりやすいこの

焼干しパイでご説明させていただきますが、製造

はつくった人の製造原価がそこであります。それ

から、運搬していただくのも製造した人に運搬し

ていただきます。私どもは、その後脇野沢の道の

駅鱈の里、それからまさかりプラザ、川内の道の

駅の３カ所でこの焼干しパイを売らせていただき

ますが、運搬費も製造原価もかかってございませ

ん。私どもが売って、数％の手数料をちょうだい

しておりますので、そういうふうな特産品を私ど

もの施設で販売するのに運営費が多額にかかって

いるわけではございません。いろんな大畑にも、

それからブランドセンターというふうに地場産品

を加工するのにいろいろな意味でご協力してくだ

さる機関もございますし、そういうふうな公的機

関やら民間の活力を使った特産品ができるなら

ば、こういうふうな施設で一生懸命売らせていた

だきたいと思います。もちろん経費的な面では考

慮をしておりますが、今言われました製造原価、

運搬費等の負担はございませんので、ご理解願い

たいと思います。

〇議長（川端澄男） 13番。

〇13番（東 健而） 焼干しパイのことを例に出し

ていただきましてまことにありがとうございま

す。現在のところ、このパイの売り上げですけれ

ども、少しずつ伸びているような状態でございま

す。これも行政側のご指導やいろいろなバックア

ップのたまものであると思います。一応お礼を申

し上げておきたいと思います。

そこで、指定管理者の場合ですが、決まった場
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合、ただ任せるというだけではだめだと思うわけ

であります。できるだけ採算ベースに乗せてやる

ような取り組みも必要ですが、利用客や観光客な

どの誘導、行政のバックアップ体制の配慮、これ

はどのようになっているのでしょうか。また、観

光に対するアピールも忘れないようにしていただ

、 。きたいと思いますが お考えをお伺いいたします

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 利用客や観光客誘導につ

いてのお尋ねであります。指定管理になったとし

ても誘客等の活動は、市として今後も続けてまい

る所存でありますし、指定管理者と連携をとりな

がらも、当然続けることとしております。

〇議長（川端澄男） 13番。

〇13番（東 健而） わかりました。指定管理につ

いて、先ほどの議案第38号の中で柴田議員へ答弁

されました内容の中で、部長は補償は考えていな

いというようなことを話しておりましたけれど

も、これではやる人が指定管理から離れていなく

なってしまうような気がいたしますけれども、こ

の点どのようにお考えでしょうか。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 指定管理料の算定につい

ては、過去数カ年の私どもの実績を見まして、そ

れで収入がどの程度入るかというふうなものも随

分検討いたします。そのうえで指定管理者選定委

員会にお諮りいたしまして協議して、その指定管

理料をもとにして公募して、応募くださった方々

に、こういうふうにして積算しております、あな

た方はどのように積算いたしますかというふうな

ことで、応募者は当然私どもはこのような金額で

やらさせていただきますというふうな金額もちょ

うだいいたします。その指定管理料の金額も、当

然指定管理者選定委員会の協議の対象となりま

す。そういうことでありますから、収入と支出と

合わせて、そこで赤が出た場合には当然こちらの

方から払う金額が多くなります。原則的には赤字

にならない方向で指定管理者になっていただくと

いうふうな協議を続け、応募していただいて、そ

、 、のうえで決めさせていただき 議会に諮りまして

御議決をちょうだいしているのが今までの状況で

ございますので、ご理解を願いたいと思います。

〇議長（川端澄男） これで東健而議員の質疑を終

わります。

次に、42番千賀武由議員。

（42番 千賀武由議員登壇）

〇42番（千賀武由） 議案第39号 むつ市野平高原

交流センター条例について伺います。

第４条の開館時間についてでございます。条例

では午前９時より午後４時までとなっております

が、下北を一周してせっかく訪ねても、閉館をし

ているという、そういう方が多々あるように伺っ

ておりまして、私も議員になる前に行って、１回

ございます。観光客のために、どうでしょう、夏

場の間でも１時間ぐらい延ばすというお気持ちは

ございませんか、お伺いしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 野平高原交流センターの

閉館時間についてのお尋ねにお答えいたします。

野平高原交流センターの開閉時間は、おっしゃ

るとおり午前９時から午後４時までといたしてお

ります。お尋ねの閉館時間午後４時は、近隣の宿

泊施設を利用することとした場合、通常であれば

午後５時から６時の間に宿泊場所へ到着すると想

定し、交流センターの場所を考え、通過時間等を

勘案し、設定しているところであります。来年度

指定管理者を導入した場合、施設の管理時間はむ

つ市長の承認を受け、管理者が決定できることと

なっておりますので、お客様のニーズに配慮した

閉館時間の延長は十分検討できるものと考えてお

ります。

〇議長（川端澄男） 42番。
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〇42番（千賀武由） それでは、検討してみるとい

うことで理解してよろしいのでしょうか。

わかりました。ありがとうございます。それで

は、観光客のためにもぜひともご検討をお願いい

たします。

〇議長（川端澄男） これで千賀武由議員の質疑を

終わります。

以上で議案第39号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第39号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業経済常任委員会に付託いたします。

◇議案第４０号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第10 議案第40号

むつ市まちの駅かわうち条例を議題といたしま

す。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。13番東健而議員。

（13番 東 健而議員登壇）

〇13番（東 健而） 議案第40号 むつ市まちの駅

かわうち条例についてお伺いいたします。

この条例は、元川内町駅舎が取り壊されて新築

された場所の運営を指定管理するというものであ

ります。管理運営については、大変厳しい現実が

あります。ほかの多くの自治体でも指定管理には

市場原理が導入され、将来淘汰、廃止の方向で模

索しているところもあります。大変懸念される問

題ですが、本市の場合、指定管理に対する今後の

対応について、また今申し上げた採算性の導入な

どについてどのように考えているのでしょうか。

まず、１点だけお伺いいたします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 市場原理導入に対する考

え方についてのお尋ねでありますが、施設の運営

に民間事業者等が持っている専門的なノウハウを

活用することにより管理経費が節減でき、その結

果施設の低料金化が図られ、利用者の満足度が上

がり、さらにはより多くの利用者を確保しようと

する民間事業者の発想を取り入れることで利用者

に対するサービス向上が期待できるというメリッ

トが考えられ、今後も指定管理に移行できる施設

があれば導入する方向であると考えているところ

でありますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（川端澄男） 13番。

〇13番（東 健而） 市場原理の導入に対する考え

方については、今までご説明されておりましたと

おりのご答弁だなというような感じがいたしてお

ります。私が一番懸念しているところは、それは

指定管理者制度を導入して民間に委託すると。そ

うすると、行政でやっているよりも、少し単価の

方を下げながらやっていただくということになる

ということですよね。その場合、次第に管理運営

が難しくなって、どんどん先に行くに従って、そ

れがやられていくのではないか、これが心配なわ

。 、 。けであります それで やれなくなってやめると

これがないようにしていただきたいと思いますけ

れども、このような対策の一つとして、１点だけ

お聞きいたしますけれども、この一つの管理だけ

でなくて、二つか三つぐらい管理させるやり方も

あると思いますけれども、この考えはありますで

しょうか。その点、お伺いいたします。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） 実は、私ども指定管理者

選定委員会の方にお願いして協議していただいて

いるのが、例えば今回皆さんにご提示申し上げて

いる議案で、温泉施設が三つございます。濃々園

、 、にふれあい温泉川内 それに脇野沢保養センター

この三つがございます。脇野沢保養センターは、

昨年度受託していただく方が来ませんで、今年、

また皆様方にご審議願っているわけです。そのほ

かに、今回道の駅、まちの駅というふうな形で同

じような目的を持った施設がございますので、そ
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ういうふうな施設については、一つずつ同じ指定

管理者にお願いするのでなく、まとめて出した方

が、より効率的、面的に利用、運営できるのでは

ないかというふうなことで、その方向で現在考え

てございます。東議員のお考えは、私どもも一つ

の選択肢として今検討中でございます。

〇議長（川端澄男） 13番。

〇13番（東 健而） その答弁を聞いて、ある程度

安心いたしました。途中で挫折するというような

ことがないように、じっくりとした取り組みをお

願いしておきたいと思います。

これで終わります。

〇議長（川端澄男） これで東健而議員の質疑を終

わります。

以上で議案第40号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第40号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業経済常任委員会に付託いたします。

◇議案第４１号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第11 議案第41号

むつ市育英基金条例の一部を改正する条例を議題

といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第41号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第４２号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第12 議案第42号

むつ市税条例の一部を改正する条例を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第42号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第４３号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第13 議案第43号

むつ市行政財産目的外使用料徴収条例の一部を改

正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第43号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第４４号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第14 議案第44号

むつ市釜臥山スキー場設置条例の一部を改正する

条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第44号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第４５号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第15 議案第45号

むつ市体育館条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第45号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第４６号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第16 議案第46号

むつ市都市公園条例の一部を改正する条例を議題
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といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第46号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第４７号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第17 議案第47号

むつ市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を

改正する条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第47号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第４８号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第18 議案第48号

むつ市脇野沢保養センター条例の一部を改正する

条例を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。18番柴田峯生議員。

（18番 柴田峯生議員登壇）

〇18番（柴田峯生） 議案第48号につきまして質疑

をしたいと思います。

まず、今回の改正の骨子が従来の保養を中心の

施設を温泉という広く観光に資するという目的が

加えられたわけであります。従来ですと、ある程

度市民の保養を主力として、附帯して観光にも活

用されてきたと思うわけでありますけれども、今

回は明らかに観光施設としての転換を図るという

条例になっているわけであります。そこで、従来

の施設と今後観光を重点的にとらえた施設として

いくための、その施設としてのふさわしい整備を

どのように考えているのかということが一つ。

それから、現状の保養センターとしての運営状

況をどのように市の方では受けとめておられるの

か、その内容をお聞きしたいと思います。

それから、３点目は、当初予算にこの施設の屋

根を改修するという形で予算を計上しております

が、その予算の執行状況はどのようになっている

のか。

以上について、まずお答えいただきたいと思い

ます。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

〇経済部長（佐藤純一） このむつ市脇野沢保養セ

ンターは、福祉を目的として建設されたものであ

りまして、平成17年の４月、合併してすぐに組織

機構の見直しによりまして、健康福祉の方から産

業振興、去年、おととしから私ども経済部の所管

となっておりまして、今月から観光を主体にしよ

うとしていたわけではなくて、以前から観光とい

うことで私どもの所管になってございます。

脇野沢保養センターは、昭和56年に地域住民に

快適な憩いの場を提供し、保養、余暇の利用及び

福祉の増進を目的として建築したものでございま

すが、既に建築後26年経過しております。そのた

め建物全体が老朽化し、維持補修に毎年多額の財

。 、源を要してございます その中でも一番の問題が

管が源泉に届いていないため成分が薄いこと、あ

るいは温度が低いためボイラーで沸かさなければ

ならないことでございます。このような現状であ

りますので、他の温泉と比較した場合、正直相当

見劣りすることは事実でございますが、当面大規

模改修等は財政事情から無理があると思われます

ので、必要最小限の経費で現状を維持してまいり

たいと考えておるところでございます。

私ども経済部の所管になっても福祉部分を排除

することではなく、今後とも観光、福祉、両方の

目的に沿って運営していくこととなります。現状

を見ますと、入館者数、入館料とも年々減少して
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おりまして 入館者数で平成13年度に１万8,719人、

が平成18年度には１万4,033人で25％減少してお

りまして、その中でも村外の有料入場者数にあっ

ては平成13年に3,044人であったものが平成18年

度には787人と74.1％も減少しております。入館

料で見ましても毎年減少しており、平成13年度に

335万3,000円に対しまして、平成18年度は214万

。 、8,000円と35.9％減少しております これに対し

経常経費で毎年950万円程度を要しております。

いずれにしましても、現状では観光施設としては

利用者も少なく、地元利用者が多くを占めており

ますが、新幹線青森駅開業も間近になり、ここ脇

野沢地域は下北の海の玄関口でありますので、多

くの観光客が見込まれます。また、来てほしいと

思っておりますことから、各団体、宿泊組合等と

連絡をとりながら、温泉利用者に増加に結びつけ

てまいりたい。それから、道の駅鱈の里、いのし

。 、しの館がすぐそばにございます そういうふうな

点ではなく面的な面でもこれから市内外に訴えて

まいりたいと思います。

屋根の改修の件につきましては、現在設計見積

もり中でございますので、できるだけ早期に発注

したいと考えておりますので、ご理解願いたいと

思います。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 現実に利用客が減少するとい

うのは、合併以来脇野沢地区に入る入り込みの人

数も減っているわけですから、それを考慮すれば

決して割合から見て大きく減っているという状態

ではないと私は判断しているわけです。この施設

と関連してバンガローがあるわけです。バンガロ

ーに入った人たちがこの温泉を利用して人もかな

りいるわけです。

私どもも宿泊と温泉のタイアップということで

入浴券を買いながら、できるだけ温泉を利用させ

る方法を講じているわけです。ですから、今部長

が答弁したように、宿泊施設と温泉との有機的な

つながりというのは、今後とも現状をもう少し掘

り下げて、そして宿泊業組合と提携していく方法

をひとつ考えてもらいたいなと、こう思っている

わけです。

というのは、車でおいでになる方は、ほとんど

私どもは入浴券を出して温泉に行ってもらうわけ

です。しかし、車を持たないでおいでになった方

々というのは、非常に温泉を利用するということ

に難点があるわけです。私どもは、運転免許を持

っている方に車をお貸しして行ってもらうという

形をとっているわけですけれども、その辺のとこ

ろで、地元の定期バスとの連携がうまくとれれば

とは思っているわけです。その辺のところも今後

検討していただきたいと。

足がやっぱり大事なのです。最近は、車でおい

でになる観光客もそうですけれども、車を利用し

。 、ない方が非常に多いということなのです そして

地元へ入ってレンタカーということですけれど

も、レンタカーが残念ながら脇野沢にはないもの

ですから、そういった意味で、私ども自身の車も

貸与して利用させているというような状態なので

すけれども、宿泊施設と温泉の結びつきは、やっ

ぱり今後とも十分そういった意味で連携をとって

、 。いただくようにしてほしいと こう思っています

、 、それから バンガローとの関連で大事なことは

先ほど何か虫の話も質疑で出ていましたけれど

も、やはりバンガローそのものに虫がかなり点在

して、保健衛生上問題があって、入った人が、こ

れではたまらないというので出ていったという話

まで伺っております。

それと、いわゆる温泉、観光に資したというわ

けではないといっても、観光という目的がもうは

っきり明確に位置づけられた条例案ですから、や

っぱり現在の湯船とか上がり場、洗い場、そうい

ったものの傷みというのは、最低限でも補修しな
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いと、どうも観光という、保養という面だけであ

る程度カバーしていましても、観光という面でお

金を取ってお客さんにやるとすれば、もちろん保

養でもそうですけれども、タイルの醜くはげた状

態とか、あるいは玄関の階段が傷んでいるとか、

最小限整備をしたいと部長のお話ですけれども、

その最小限の限度、最小限をどこで抑えるのかと

いうことなのです。現実にもう玄関の数段ある階

段の傷みがひどいというようなところもあります

ので、もうちょっと指定管理者制度で公募する前

にその状況を把握して、最小限この程度は直すべ

きだという線が出てこないと、私らとしても観光

施設として声を大にして言える状況にはないとい

うのが現実なのです。その辺、部長からひとつ見

解を伺いたいと思います。

〇議長（川端澄男） 経済部長。

（ ） 、〇経済部長 佐藤純一 先ほど申しましたとおり

温泉そのものも源泉まで届いていないとか、ある

いはボイラーでさらに沸き足ししなければいけな

いような状況でございますので、声高に観光でと

いうふうなことで改めて訴えるもので今回出した

わけではございません。一面、面的な面でそうい

うふうな施設は活用するべきだと ただ 平成19年。 、

度は屋根の改修でありますし、平成18年度も管の

改修とか、毎年入札でかける発注はしてございま

す。それぞれ産業振興課の職員が、のことか金づ

ちを持って修繕している部分もございますが、再

度点検させまして、最低限どこら辺か、私も最近

２度ほど入りましたけれども、もう一度精査させ

ていただきまして、できるものから順に修繕して

まいりたいと思いますので、ご理解願いたいと思

います。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

以上で議案第48号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第48号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業経済常任委員会に付託いたします。

◇議案第４９号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第19 議案第49号

青森県交通災害共済組合規約の一部を変更する規

約を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第49号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇議案第５０号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第20 議案第50号

青森県市長会館管理組合規約の一部を変更する規

約を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第50号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第５１号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第21 議案第51号

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公

共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組

合規約の変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第51号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第５２号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第22 議案第52号
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青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団

体数の増加及び青森県市町村総合事務組合規約の

変更についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第52号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇議案第５３号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第23 議案第53号

平成19年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、18番柴田

峯生議員。

（18番 柴田峯生議員登壇）

〇18番（柴田峯生） あと２人の方も質疑を予定し

ておりますので、かいつまんで申し上げたいと思

います。

まず最初は、第三田名部小学校の建築について

予算計上しております。今年度の第三田名部小学

校の今日までの建築の経過と今後の流れをご説明

いただきたいと思います。

それから、二つ目は、下北少年自然の家の給水

施設の改良事業についてでありますが、通常下北

少年自然の家が県から移管されて条例制定されて

おるのであれば、このような改良事業として市の

お金を投入して設備を改修するということもまず

前段としてはあり得るわけです。しかし、このこ

とにつきまして、先日提案された日に、実は教育

長と、あるいは収入役とその点についてお話をし

たわけですけれども、どうも経過から見て、ここ

の施設が旧大畑町のものになっていると、道路も

含めてのことのようです。これは、合併の時点で

どういう形で来たのか、経過はよくわかりません

が、また県に移管申請する、移管の問題が話し合

いされていた段階で、もう肝心の給水施設が、仮

に市の所有であったにしても、根幹のものが今後

移管する中で、県のお金が使えないというような

ことは、どう見ても何か変なような気がするわけ

です。１億円か幾ら投入するというお話も前に新

聞紙上などで伺っておりますけれども、県との関

係でそういったものが話し合いなり協定なり、あ

るいは内々の特約なりがどうなっているのか、そ

の辺をお伺いしたいわけです。

しかも、この改築のために合併特例債を使うと

いうことの計上であります。私たちが全く予期し

ない、こういうような起債の使い方というものが

堂々と提案されてくるわけです。やはり下北少年

自然の家を市として承っていく段階で、こういっ

たものが十分県と話し合いされてきたのかどう

か、その辺の経過などもご説明いただきたいと思

います。

それから、この予算の中でいわゆる歳入不足が

計上になっております。後で出てきます、専決処

分で繰上充用したわけですけれども、それから

759万3,000円、その不足分を減額ということで結

構なことなわけです。ただ、老人保健特別会計か

らの繰入金が1,500万円あって、もろもろの経費

に充当した残りとして750万円が浮いたというふ

うな予算の仕組みを見ますと、そういうことなの

ではないかと私なりに理解しているのですが、そ

の辺が正しいのかどうか。それらをひとつまずお

答えいただきたいと思います。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） 柴田議員のお尋ねにお答

えいたします。

まず１点目は、第三田名部小学校の建設事業に

ついて、これまでの経過と今後の流れということ

でございます。第三田名部小学校の建設事業につ

きましては、当初平成18年度で用地買収をいたし
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まして、平成21年度の校舎完成、平成23年度での

事業完了を目指していたところでございますが、

ご承知のとおり、現校地隣接地の取得交渉が不調

に終わったということで、建設地を新たに求める

ことになったということでございます。

今年度は、そういうことで新建設用地の候補地

につきまして調査をしてまいりました。小学校の

校地でありますことから、できるだけ近い方がい

いということで、現在地の南側の市道酪農線がご

ざいますが、その酪農線の沿線を予定していると

ころでございます。ただ、同用地は若干地盤が軟

弱でございます。これは、現在地と同様の地質で

はございますが、念のため１本のボーリング調査

をしておく必要がある。これは、工事等の工法等

の検討をするということのために前もってやって

おいた方がよかろうということで補正予算をお願

いしたということでございます。以後当初予定よ

りも１年おくれて進みたいというふうに考えてお

ります。

それから、下北少年自然の家の水道設備の整備

でございますけれども、旧大畑町のものになって

いるようだが県のお金がつかないのかというこ

と、県との話し合いの中でこういうことは話し合

われなかったのかということでございますけれど

も、既にご存じのように、これは旧大畑町が下北

少年自然の家を誘致するための条件として県と覚

書を交わしたうえで整備したものでございます。

そういうことで、当時2,212万円を投じまして整

備したものでございますが、うち1,990万円は起

債を充当し、昨年平成18年９月で起債償還を終え

たということでございまして、水道会計の固定資

産台帳に載っているもので、れっきとした市の施

設ということでございます。

市の施設であっても、これは下北少年自然の家

のための施設で、そういうことでは県のお金を使

えないのかということだと思いますが、これにつ

きましては、昨年この施設がふぐあいを起こしま

して、水の出が非常に悪くなったという時点で企

業局の方に調査をお願いいたしまして、施設側の

方ともるる調査をしたわけでございますけれど

も、これは設置から30年ほどたっているというこ

ともあって、相当老朽化もしているということも

ございまして、全面的にこれは整備し直さなけれ

ばいけないという結果になったものですから、今

般580メートル布設がえをするということにした

ところでございますけれども、県の方とはご存じ

のように、施設のオーバーホールということで１

億円の予算計上が本年度なされております。

このメニューにつきましては、市の方からも１

億5,000万円ほどの工事にかかわるメニューを県

の方にお願いしているわけですけれども、これを

１億円に圧縮するということが話し合いで行われ

てまいりました。その話し合いの中で、市の方と

してやりたい事業があるのであれば、この１億円

。 、の中でやってくださいということです ですから

これは水道施設については市の施設であるという

ことで話し合いのメニューの中には入っておりま

、 、せんが もしこれを持ち込んだといたしますれば

この１億円から3,000万円が削られるという、多

分そういう結論になっていっただろうと思われま

す。そういうことでは、どちらのお金であっても

余り変わりない。これを県の方でやっても、施設

の方のオーバーホールについては、今度は市の方

の予算を使わざるを得ないというふうな格好にな

っていくものですから、話し合いはいたしません

でしたが、結果は同じになっていくだろうという

ことでございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） 私からは、下北少年自

然の家の給水施設改良事業の財源であります地方

債についてのお尋ねにお答えいたします。



- 52 -

現在の地方債制度におきまして、通常この事業

につきましては、一般単独事業債の一般分が対象

となるものでありますが、この起債につきまして

は充当率が75％と低く、また地方交付税への算入

などの財政措置が全くない起債でありますことか

ら、将来の財政負担を考えますと、充当率が95％

と高く、また地方交付税への算入がある合併特例

債事業債を充当する予定といたしましたので、ご

理解をいただきたいと思います。

次に、雑入の歳入不足についてのお尋ねにお答

えいたします。補正前の歳入不足額につきまして

は 報告第20号の補正予算での計上額21億3,445万、

2,000円と報告第22号の補正予算での計上額

4,344万3,000円で、合わせますと21億7,789万

5,000円となります。今回の補正予算に計上いた

しました歳入不足額につきましては、歳入の一般

財源であります老人特別会計からの繰入金

1,502万5,000円がありまして、歳出の補正財源と

しての一般財源743万2,000円を充当した残りの額

759万3,000円を減額したものであります。

なお 補正額の歳入不足額につきましては 21億、 、

7,030万2,000円となるものでございます。

以上のとおりです。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 今の教育部長の答弁の下北少

年自然の家もそうですが、非常に予測できない財

政需要がぼつぼつ出てくるというのが今日の状況

なわけです。したがって、前々から合併特例債を

使うための財政試案を早目に示して、しかも合併

特例債は合併の時点で５年間使わないと、使わな

いと言えば語弊ありますけれども、もう現実に使

っているわけですから、それが予算上、あるいは

決算上出ているわけですけれども、その合併特例

債はやはり後期の５年間に充てるというその基本

線が市民との約束の中で生まれているわけです。

それがこのように、確かに一般単独債から比べれ

ば合併特例債は有利なことは、これはもう企画部

理事からお話が出るまでもなく、我々としても承

知しているわけですけれども、本当にこういう計

画から外れたものが非常に多く出てきているわけ

です。さっき教育部長が１億5,000万円のメニュ

ーを示したのにかかわらず１億円に圧縮されたと

いうことで、そして今これを出せば、１億円の中

から引かれるのだというお話ですけれども、そう

すると、当初の１億5,000万円の中にもこれは入

っていなかったということに解してよろしいわけ

ですか。その辺ひとつお答えいただきたいと思い

ます。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） お答えいたします。

当方から県の方に出しましたオーバーホールの

メニューの中には、この水道施設の整備は入って

ございません。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 企画部理事、合併以来合併特

例債を、この予算の計上までどれくらい使ってい

ますか、お答えいただきたいと思います。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） 特例債についてお答え

いたします。

平成17年度実績で２億4,480万円、平成18年度

実績見込みで１億2,350万円、平成19年度の当初

予算におきまして３億940万円、今回補正額とし

て2,870万円計上しておりますので、累計で７億

640万円となります。

以上のとおりです。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

次に、42番千賀武由議員。

（42番 千賀武由議員登壇）

〇42番（千賀武由） 議案第53号 むつ市一般会計

補正予算の10ページの交通安全対策について伺い
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たいと思います。ここに地域ぐるみ・高齢者のた

めの交通安全事業費とございますが、この事業内

容をお聞かせください。

〇議長（川端澄男） 民生部長。

〇民生部長（佐藤吉男） お答えいたします。

最近における交通事故の発生状況は、高齢者の

事故が多発傾向にあり、特に平成18年度中の高齢

者の事故死傷者は全死者数の６割を超え、高齢者

に対する交通事故防止対策を重点的に講じる必要

が生じております。このような状況を踏まえまし

、 、 、 、 、て 今回青森県の方から 一つには 参加 体験

実践型の交通安全教室の開催、二つ目にはシルバ

ーメール作戦の実施という二つの事業についての

実施の要請がありましたので、受託事業として行

うものであります。

具体的には、一つには老人クラブの会員等を対

、 、 、象に参加 体験 実践型の交通安全教室を実施し

特に靴用の反射材の着用を認識することで、夜間

の事故防止等交通安全に対する意識の啓発を図る

、 、 、とともに 二つ目としまして 小学生から高齢者

児童の祖父母、高齢の親戚の方、近所の高齢者あ

てにシルバーメールを送付することによりまし

て、高齢者はもとより、小学生の安全意識を高め

るといったような地域ぐるみの交通安全運動を展

開するものであります。

なお、事業実施にかかわる県からの要請が３月

上旬でありましたので、むつ警察署及び自動車学

校等との協議において、事業の実施にめどがつき

ましたことから、今回補正計上したものでござい

ます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 42番。

〇42番（千賀武由） ただいま部長から内容を伺っ

たわけでございますが、現在のこの高齢化社会を

考えるとき、理事者側ではこの高齢者の交通安全

対策について、今話したほかにどのような対策を

考えているのか、その旨をちょっとお聞かせ願い

たいと思います。

〇議長（川端澄男） 民生部長。

〇民生部長（佐藤吉男） お答えいたします。

まず、春、夏、秋、冬、４回交通安全パレード

、 、を実施しておりまして その関係につきましては

特に老人クラブの会員の方々に重点的に参加して

いただいております。

それから、老人クラブの方で開催しております

ゲートボール大会にも交通安全の冠をのせた大会

にして啓発を図っているところでございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 42番。

〇42番（千賀武由） もう少し対策について伺いた

かったのですけれども、ただいまの考えをお聞き

いたしてよしといたしたいと思います。

全国、県内を見ても、交通死亡事故には必ず老

人が絡んでいる、先ほど部長が答弁したとおりで

ございます。参考ではございますが、ここで言わ

せてもらいますが、本日19日付でむつ地区の死亡

事故ゼロ日数、５月25日の事故死以来、その前は

163日で終わっております。本日で25日目です。

ちなみに大畑地区は、本日で896日となっており

まして、非常に地区でもこのように頑張っており

ます。どうか交通安全に対しましても、高齢者は

もとより、市民全体にわたって積極的な取り組み

を期待するところでございます。

終わります。ありがとうございました。

〇議長（川端澄男） これで千賀武由議員の質疑を

終わります。

次に、20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） １点だけお願いします。

この補正予算の８ページの雑入のところなので

すが、平成19年度予算は、これ歳入不足と書いて

ありましたので、私は空財源かなというふうに理
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解しているのです。そうでなかったら修正願いた

いと思うのですが、もしそうであるならば、たし

か平成19年度予算、平成18年度予算以降は空財源

は計上していなかったのではないかなというふう

に思いまして、そこのところを確認させていただ

きたいのと同時に、もし空財源であれば、これは

759万3,000円減らされたので、あと残りどのくら

いなのかというのも教えてもらえればと思いま

す。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） 空財源、いわゆる歳入

不足についてのお尋ねでありますが、補正の８ペ

ージで雑入を759万3,000円減額しております。こ

れは、空財源を減らした形になってございます。

確かにご指摘のとおり、平成19年度の当初予算

においては空財源は計上しておりません。しかし

、 、ながら 現在累積赤字の状態にありますことから

補正においては繰上充用の関係等から空財源を計

上せざるを得ない状況にあります。ですから、今

後なるべく有利な財源を確保しながら経費の削減

等、いわゆる結果として単年度黒字につなげてま

いりたいと思っておりますので、ご理解いただき

たいと思います。

なお、空財源、歳入不足の補正後の不足額につ

きましては、先ほど柴田議員に答弁しております

、 。が 21億7,030万2,000円となるものでございます

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 20番。

〇20番（横垣成年） 再度ちょっと確認させてもら

いたいのですが、こういうふうに累積赤字が生じ

ている間は、この時期に補正予算が組まれて、そ

のときに必ずこういうふうに歳入不足という形に

せざるを得ないという状況であるということで理

解させてもらっていいかどうかを確認させてもら

います。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） お答えいたします。

結果として累積赤字の状態であれば、当然歳入

不足という財源で繰上充用という形になっていき

ますので、ご理解のほどお願いいたします。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で議案第53号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第53号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第53号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第53号は原案のとおり可決されました。

２時20分まで休憩いたします。

午後 ２時１１分 休憩

午後 ２時２３分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第５４号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第24 議案第54号

平成19年度むつ市老人保健特別会計補正予算を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第54号は、
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お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇報告第４号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第25 報告第４号

むつ市障害者計画についてを議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） １点だけお願いします。

この計画を策定するに当たって策定委員会とい

うのが開かれたのですが、その開催回数を見ると

３回開催されて完成したということであります。

かなりレベルの高い方が委員に入っていて、たっ

た３回でこういう立派なものができたというふう

に思うのですが、私ですと、なかなかこういう立

派なのは３回だけでは理解できないところがある

かなというふうに思います。予算がなくて３回し

か開けなかったのか、何か理由があり３回だけと

いうふうになったのか、また３回で十分なものだ

と考えているのか、そこら辺ちょっとお聞きした

いと思います。

〇議長（川端澄男） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（佐藤節雄） お答えいたします。

障害者計画は、障害者の福祉施策を推進するう

えで最も基本となり、その内容には障害者に対す

る施策が十分に網羅されているものでなければな

りません。今回障害福祉計画等策定委員会の審議

を得て本定例会に報告いたしました障害者計画

は、そのような計画であると認識いたしておりま

す。

本計画の作成に当たっては、障害者の方々

1,500人にアンケート調査を行い、障害者の方々

の意見を反映させておりますし、計画の素案がで

きた段階ではパブリックコメントを実施し、市民

の意見も徴しております。

また、関係する各課との調整を図るため、内部

組織として障害者福祉計画等策定検討委員会を設

置し、３回の協議を重ねております。これらの結

果、作成委員会においては意見の集約ができたも

のと認識のもと、本計画を承認したものでありま

す。今後は、計画の進捗状況の検証のため、毎年

１回程度の策定委員会を開催することとしており

ますので、ご理解を賜りたいと思います。

また、３回しか開催できなかったという理由が

あるのかというお尋ねでございますけれども、特

に回数を定めての開催ということはないと考えて

おります。審議は尽くされて、そのうえで承認を

いただいたというふうに考えておりますので、ご

理解を賜りたいと思います。

〇議長（川端澄男） 20番。

〇20番（横垣成年） 私もある委員会に出席してい

るのですが、そこでは６回、７回というふうに議

論を重ねて、今取りまとめを行おうとしているの

です。本当に３回でこのぐらいの量をよくまとめ

たなというふうなことしか私は言えないのであり

ます。ですので、その策定委員会で議論した中身

というのを後で資料でもいいので、もらうことが

できないものかどうかちょっと確認させてもらい

たいと思います。

〇議長（川端澄男） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（佐藤節雄） お答えいたします。

検討委員会の中身についてご必要なものがあれ

ば、出せるものは出したいというふうに考えてお

ります。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で報告第４号の質疑を終わります。

報告第４号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第５号
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〇議長（川端澄男） 次は、日程第26 報告第５号

平成18年度むつ市一般会計繰越明許費繰越計算書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

報告第５号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第６号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第27 報告第６号

平成18年度むつ市国民健康保険特別会計繰越明許

費繰越計算書を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

報告第６号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第７号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第28 報告第７号

平成18年度むつ市介護保険特別会計繰越明許費繰

越計算書を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

報告第７号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第８号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第29 報告第８号

平成18年度むつ市水道事業会計予算繰越計算書を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

報告第８号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第９号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第30 報告第９号

平成18年度むつ市水道事業会計継続費繰越計算書

を議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

報告第９号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第１０号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第31 報告第10号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成18年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、18番柴田

峯生議員。

（18番 柴田峯生議員登壇）

〇18番（柴田峯生） この専決処分された補正予算

については、ほとんどが内容を見ますと決算見込

、 。 、み 財源更正という形になっております そこで

、 、 、歳入の第８款 それと第10款 第13款第１項７目

それから第13款第２項３目、第14款第１項１目３

節の生活保護費負担金、それから第15款第１項１

目３節の障害福祉費負担金、それから第15款第２

項各目、それから第17款、第18款第５項３目返還

金及び第19款の市債について、これらの歳入を調

整、減額した事業について、関連した歳出につい

て。この事業は、当初予定どおり終了したものな

のか、あるいはその事業を途中で何らかの事情で

中止をすることにしたものなのか、それとも財源

が非常に厳しいので、途中で打ち切らざるを得な

かったものなのか、そういった形のいずれかのも

のなのか、これらについて、決算見込み、財源更

正の内容をご説明いただきたいと思います。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。



- 57 -

〇企画部理事（近原栄） まず、９ページの第８

款の国有提供施設等所在市町村助成交付金の補正

内容についてお答えいたします。

この交付金は、自衛隊が使用する防衛施設の土

地、建物及び工作物等の評価額に対し交付される

もので、交付額の10分の７に相当する額は、対象

資産の価格の合計額で案分した額、交付額の10分

の３は対象資産の種類及び用途、市町村の財政状

、 。況を考慮し 総務大臣が配分するものであります

平成18年度の交付額が9,994万2,000円で決定され

、 、ましたので 予算計上額１億461万8,000円に対し

467万6,000円を減額するものであります。

次に、第10款地方交付税の補正内容であります

が、平成18年度の特別交付税の交付額が対前年度

3.6％減の16億6,001万8,000円で決定されました

ので、予算計上額17億3,900万円に対し、7,898万

2,000円を減額するものであります。

次に、11ページ、第15款県支出金、第２項県補

助金、１目総務費県補助金の減額でありますが、

これは市町村合併支援特別交付金の減でありまし

て、戸籍総合システム事業に充当しているもので

あり、実績により１億5,870万5,000円で決定され

ましたので、予算計上額１億9,000万円に対し、

3,129万5,000円を減額するものであります。

次に、８目電源立地地域対策等交付金の減額で

ありますが、これは大間原発の着工のおくれによ

り約１億円が減額交付になったためであります

が、歳出面での対応措置としては、釜臥山スキー

場工事費の契約実績による減、保育サービス提供

及び学校給食環境整備提供等の人件費の充当分の

減額、さらにはウェルネスパークなどの指定管理

料への充当分の減額を行っております。

次に、12ページの第17款繰入金、第１項基金繰

入金、２目地域振興基金繰入金の減額につきまし

ては、下北駅前広場整備事業のための繰入金であ

りまして、財産購入や補償補てんの一部を事業認

定の関係から平成19年度に繰り延べたことにより

減となったものであります。

３目関根浜沿岸漁業振興基金繰入金の減額につ

きましては、関根浜漁業協同組合が行う漁網洗浄

施設整備等に対する補助金に充当するもので、実

績により減となったものであります。

４目公共施設整備基金繰入金の減額につきまし

ては、脇野沢庁舎建設事業及び脇野沢地区コミュ

ニティセンター改修事業の実績によりそれぞれ減

額したものであります。

次に、13ページの第19款市債の補正内容であり

ますが、１目総務債での上水道事業出資債の減で

ありますが、これは水道事業会計に対する出資金

で、県工事の事業縮小により企業局の工事が減と

なったことによるものであります。

５目土木債の道路橋りょう及び河川整備債の減

、 。につきましては 契約実績によるものであります

また、公営住宅整備債の減につきましては、昨年

度において緑町の公営住宅用地購入事業について

県の振興資金を申請いたしましたが、当該土地の

住宅の建設計画がないことなどから、借り入れの

許可がされなかったものでありまして、この時期

が平成18年度の当初予算計上後でありましたこと

から、今回減額補正することになりましたので、

ご理解いただきたいと思います。

６目教育債の小学校整備債の減は、第三田名部

小学校の建設用地購入が地権者の都合により実施

できなかったためであります。また、体育施設整

備債の減は、ふれあいスポーツパークの整備計画

の見直し等により延期したことによるものであり

ます。そのほかでは、各事業の実績により増減と

なっているものであります。

簡単でございますが、ご説明といたします。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） 柴田議員のお尋ねにお答

えいたします。
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第13款第１項７目の教育使用料についてでござ

います。今冬の暖冬少雪に伴いまして、釜臥山ス

キー場のリフトの使用料金が非常に落ち込んだと

いうことがこの主な原因でございます。ゲレンデ

拡張の効果を見まして、当初3,000万円の収入を

見込んでいたわけでございますけれども、実際に

は554万8,400円ということで 前年比でも1,700万、

円の減、利用者数では約６万5,000人、これも前

年度比約20万人の減というふうな営業成績でござ

いまして、このような大きな減額になったという

ことでございます。

以上です。

〇議長（川端澄男） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（佐藤節雄） 10ページの生活保護

費負担金の2,000万円の減でございます。民生費

国庫負担金の生活保護負担金の減額は、当初予定

した人員から減少になったことによる減額であり

ます。内訳としては、生活保護、生活扶助で当初

に比べて延べ人数では267人の減、医療扶助の入

院で当初に比べて延べ83人が減となったものでご

ざいます。

11ページの民生費県負担金の障害福祉費負担金

でございます。1,852万8,000円の増額でございま

すけれども、これは障害者自立支援法の施行によ

り平成18年10月分から新たに創設されたものであ

ります。内訳としては、青森県身体障害者補装具

費負担金、青森県更生医療給付費負担金、青森県

障害者自立支援給付費負担金となっております。

同じく11ページの社会福祉費補助金3,363万

9,000円の減額でございます。これは、身体障害

者等居宅支援事業費補助金、それから心身障害児

者日帰り介護等事業費補助金、それから重度心身

障害者医療費助成事業補助金をそれぞれ決算見込

みにより減額いたしたものでございます。

12ページの諸収入、返還金でございます。

1,373万5,000円の増額というふうなことでござい

ますけれども、これは生活保護を受けている方が

何らかの収入を得た場合に、生活保護法第63条ま

たは第78条の規定により、支給された保護費の全

部または一部を返還する義務を負うことになって

おりますので、その返還金の見込額を計上したも

のでございます。これは、平成18年度の発生予定

額であります。主な内容といたしましては、交通

事故の補償金、それから損害保険給付金、厚生年

金等の遡及分等となっております。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） まず、障害福祉関係を伺いま

す。

18ページの社会福祉費の障害福祉費のところ

で、国庫支出金が7,300万円、そして一般財源で

7,400万円の減になっているわけです。実質的に

制度の変換というような形の中で、歳入の方は

1,800万円ふえているわけですけれども、この減

額とふえた分の関連について、まずお伺いしたい

と思います。

それから、脇野沢庁舎の建設につきまして、繰

入金が減額になったわけですけれども、現実にこ

の繰入金を減額した時点で脇野沢庁舎建築に関す

る部分、あるいはコミュニティセンターの改修に

関する部分で基金は現在でどのくらい残っておる

のか。

それから、教育部長の方で、雪が降らないため

に当初見込んだ歳入がかなり減っているわけです

が、あのゲレンデの陰の方に特別な植物、花があ

るということで先般テレビ放映されております。

そうしますと、スキー場だけでなくて、夏場の利

用というのもある面では考えられるのではないか

と思うのですが、その辺、もしおわかりであれば

お伺いしたい。

以上、３点お願いしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 保健福祉部長。
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〇保健福祉部長（佐藤節雄） ただいまの18ページ

の障害福祉費の関係について、財源との兼ね合い

からご説明を申し上げたいと思います。

まず、障害者自立支援法の関係でございますけ

れども、３障害のいわゆる国庫補助金、県負担金

が、ほとんど障害者自立支援給付金、負担金、補

助金というふうな形に変更になってございます。

したがいまして、県の負担金等で障害福祉費負担

金という名称で出てきているのは、新たに目をつ

くったためにここに出てきているわけでございま

して、ほかの項目については、それを調整をして

おります。例えば社会福祉国庫補助金の中には

6,000万円とかという財源があるわけなのですけ

れども、その中で要は知的障害者とか、そういう

補助金が障害者の自立支援という形の補助金の方

、 、に振りかわっているという形で 実際には表面上

予算の歳入の中には名称として出てこないもので

すから、実際の財源充当の際には、このような充

当はされておりますけれども、歳入の面ではあら

われてこないというふうなことをご理解いただけ

ればと思います。

以上です。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） 柴田議員のスキー場の夏

場利用ということについてお答えしたいと思いま

す。ご指摘の特別な花というのは山野草のことだ

と思うのですが、詳しいことは、申しわけないの

ですが、わかりませんので、調査いたしたいと思

います。

それから、全体の夏場利用ということでござい

ますけれども、これは以前からリフトも夏場乗れ

るようにするということで検討した経緯はあるわ

。 、けです なかなかこれがまた難しいということで

実際に平内町でもそういうリフトをつけて営業し

ていたわけですけれども、なかなか利用が伸びな

いというふうなこともございました。そういうこ

とで、夏場利用についてはどこでも大変苦慮して

いる状況にあるとは思うのですが、私どもはあそ

こにかまふせビレッジ、あるいはテニスコートと

いったような施設も抱えてございます。順調にい

けば来年度から指定管理になるということもござ

いますので、その辺も見据えながら、夏場利用の

ことについても十分検討してまいりたいと思って

おります。

以上です。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） 公共施設整備基金の残

高ということで、昨年度は脇野沢庁舎とコミュニ

ティセンターの事業の決算見込みが両方合わせて

約３億5,000万円ほどで、基金の充当額が１億

8,000万円ほどになってございまして、残高は

1,800万円ほど残っております。

以上のとおりです。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） まず一つ、予算を作成する段

階でのお願いですが、実は今民生費、障害福祉費

の関係でお尋ねした内容などが、単に説明の項目

のところに決算見込み、財源更正と書いてあるだ

けで、ここに大きな金額の場合、内訳を説明とし

てのせてもらえれば、我々としては改めてお尋ね

するまでもなく、内容がわかるわけです。結果的

に事業が完了して残ったものなのか、あるいはさ

っき申し上げたように、事業の大幅な変更、制度

の変更によってやったのかというようなことなど

も、これは最終的な決算で整理なさっているわけ

ですから、少なくとも私ども、あるいはこの予算

書を掲示板で見る市民がわかるようなやっぱり書

き方をしていただきたいと、これはまず第一に要

望しておきます。

それから、今の基金の関係で1,800万円程度残

っているということですが、脇野沢地区関連でま

だまだ施設の整備をするべきところがあるわけで
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すから、少なくとも我々10人脇野沢地区の議員が

おりますので、ご相談の場を設けて、優先的な形

の中で、先ほど出ました交流センターなり、ある

いは温泉なり、やっぱり緊急的に措置してほしい

ところは結構あるわけです。そういった面に活用

していくということを今後検討していただきた

い。その辺ちょっと担当者からお答えをいただき

たいなと。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） 議員からお話ありました

ように、そのように対応いたします。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

次に、20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） この決算確定見込みというこ

との補正予算でありますが、これをまずぱっと見

て収入支出同額で、どっちが最初でどっちが後か

というのがよくわからないところがあります。例

えば地方交付税が7,800万円減額になった、国庫

支出金が１億円減額になったということで、収支

を合わせるためにこの支出の方を何とか削ってプ

ラスマイナスゼロというふうな形にしているもの

なのかどうか、そこをちょっとお聞きしたいと思

います。

、 、 、それと もう支出の方を切り詰めて 減額して

確定して、それに合わせて収入の方も何とか合わ

せていったのか、そこら辺をお聞きしたいと思い

ます。

それと、収入で財産収入、結構大きい金額、１

、 、億1,300万円ですか 減額になっているのですが

この理由をお聞きしたいと思います。

、 、そして 先ほど柴田議員に答えているのですが

支出で一番大きいのが民生費、次に土木費、教育

費という順番でかなり大きい減額になっているの

ですが、主なものでいいので、一つか二つ、その

大きい理由をお聞かせ願いたいと思います。

〇議長（川端澄男） 企画部理事。

〇企画部理事（近原栄） 今回の補正では、基本

的に実績見込みによりまして、50万円以上の不用

額を前提に歳出を補正しております。歳出の補正

に伴う財源の実績見込みによりまして歳入も補正

、 、したものでありまして 支出が少なく済んだため

その財源である収入を減額したということであり

ます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） 財産収入の減額理由とい

うことのお尋ねでございます。端的に申し上げま

すと、予算計上した土地がある程度売れましたけ

れども、売れない部分がかなりあったということ

でございます。

まず、売れた部分について若干申し上げたいと

思います。むつ消防署跡地につきましては、懸案

事項で３回ほど公募いたしまして、平成18年度で

売買が完了してございます。この金額が5,650万

円、それから脇野沢庁舎跡地につきましては約

8,000万円、その他を含めまして１億7,000万円ほ

どの土地が売れてございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 建設部長。

〇建設部長（成田 豊） 今回の補正で減額の多い

ところについて二、三ご説明申し上げたいと思い

ます。

補正予算書の23ページでございますが、まず第

２項道路橋りょう費、その２目土木維持費でござ

います。ここで13節委託料が9,800万円余の減額

となっております。これは、除雪費といたしまし

て当初２億5,600万円ほど計上しておりましたけ

れども、その除雪のために支出した金額が１億

4,600万円、差し引き１億1,000万円ほど残りまし

たが、逆に道路の補修に1,200万円ほどかかって
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おりますので、差し引き9,800万円の減というふ

うなことでございます。その他需用費等はロード

ヒーティングの、あるいは小型除雪機の電気料と

か燃料費の減、これも暖冬の影響でございます。

あと、工事請負費等は、当初それぞれかなりの金

額を計上しておりますので、入札の残というふう

に理解していただきたいと思います。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 教育部長。

〇教育部長（新谷加水） 教育費の主な減額につい

てご説明を申し上げたいと思います。

25ページでございます。全体では１億5,380万

2,000円の減額になってございますが、うち小学

校費5,202万3,000円、これは第三田名部小学校の

建設費、ここの用地取得費の執行残ということで

ございます。

それから、26ページの方にいきますと、保健体

育費、ここが6,026万3,000円の減額になってござ

いますが、これは隣の27ページにございます体育

施設管理費、これはふれあいスポーツパークの計

画の見直しに伴う減でございます。

それから、もう一つは、スキー場拡張整備費、

ここで2,424万1,000円の減になっておりますが、

これは入札の残ということでございます。

以上です。

〇議長（川端澄男） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（佐藤節雄） 保健福祉部で所管し

ている部分の大きな減額部分をご説明申し上げた

いと思います。

かなりの額が減額となっておりますので、まず

どれを説明したらいいのかというふうなことで悩

むわけなのでございますけれども、まず18ページ

からご説明を申し上げたいと思います。先ほど説

明いたしました障害福祉費の扶助費、これにつき

ましては１億3,865万8,000円の減額となっており

ます。これは、平成18年４月の障害者自立支援法

の施行によりまして、利用者に対して１割の定率

負担が導入されました。また、施設入所されてい

る方に対しましては、食費とか光熱水費の負担が

求められることになりましたので、利用者の負担

が増大した分、支援費の方が減額になるというふ

うな形のものでございます。

内容を申し上げますと、知的障害者の訓練支援

費等につきましては、約6,000万円ぐらいの減額

となっております。実績では４億1,724万5,000円

でございます。

それから、身体障害者施設訓練費等の支援費に

つきましては1,000万円強の減額、これは実績で

は１億4,993万6,000円になる予定でございます。

それから、身体障害者補装具給付費につきまし

ては914万6,000円の減額、重度心身障害者医療費

につきましては2,090万8,000円の減額、ホームヘ

ルプサービス事業費につきましては1,161万

9,000円の減額、デイサービス事業費につきまし

ては1,714万3,000円の減額、短期入所事業費につ

きましては687万9,000円の減額であります。これ

らをトータルいたしますと、先ほど申し上げまし

た扶助費の総額の１億3,865万8,000円という減額

になります。

続きまして、同じく18ページの老人福祉費総務

費の扶助費でございますが、これにつきましては

1,939万2,000円の減額となっております。この内

容を申し上げますと、養護老人ホームの入所者は

これまでは介護保険のサービスを利用できなかっ

たわけなのですけれども、平成18年の10月から法

の改正によりまして、養護老人ホームに入所する

方でも介護保険サービスを受けることができるよ

うになりました。このため事務費の単価が減額と

なっておりまして、総体的に老人施設入所措置費

が減額になったということでございます。

〇議長（川端澄男） 20番。

〇20番（横垣成年） 先ほど総務部長の財産収入で
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売れなかった部分の財産のところをちょっと教え

てもらえればなと思います。

〇議長（川端澄男） 総務部長。

〇総務部長（齋藤 純） 予算計上で一番大きいと

ころにつきましては、海老川町住宅跡地でござい

ました。予算計上では１億5,000万円ということ

で計上してございました。当市の場合、都会と違

ってかなり経済情勢が厳しいものがありまして、

なかなか土地というものは売れません。それで、

平成19年度もこの海老川町住宅跡地を売買する方

向で検討しているわけですけれども、売り払い方

法あるいは分割方法、分割の面積、どれくらいが

いいのか、それから適正な金額がどれくらいがい

いのか、市民が購入していただける金額を模索し

ながら分割をかけて鋭意努力してまいります。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で報告第10号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第10号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第10号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第10号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第１１号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第32 報告第11号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成18年度むつ市国民健康保険特別会

計補正予算について報告及び承認を求めるもので

あります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、18番柴田

峯生議員。

（18番 柴田峯生議員登壇）

〇18番（柴田峯生） 新しい議長で大変お疲れだろ

うと思いますけれども、あともうちょっとですの

で、私たちの質疑にひとつ全力を挙げるようにご

努力をいただきたいと思います。

まず、報告第11号、国保の関係ですが、第１点

は高額医療費の支払いと還付について、平成18年

10月１日に金額的な変化が出て改正されておりま

す。そこで、実は私に相談あった方で、これはむ

つ総合病院ですが、国保連合会の基金の方から、

いわゆるカルテに基づいて、請求に基づいて、そ

の国保連で計算した医療費の金額がむつ総合病院

で請求した金額より落ちているという事実があり

ます。高額医療の対象にならない部分が計算上省

かれているというのであればいいけれども、医療

費の金額が、例えば１万円の投薬とか治療費とか

というのは向こうの査定では8,000円とか、

9,000円とかというような形で下がってきている

事例があるわけです。そうしますと、患者の側は

一部負担金をむつ総合病院の請求書に基づいてむ

つ総合病院に払っているわけです。実際高額医療

費としてむつ市から還付される場合は、その

、8,000円の下がった金額で計算するものですから

いわゆるむつ総合病院の方が過大請求になるので

はないかと私は思うわけです、一部負担金が。

私もこのことを調べました。そうしたら、かつ

て医療機関の過大請求ということで、これは通達
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か何か出ているというお話なのですけれども、診

療機関では、そういったものの中で１万円以上の

差があった場合はご本人に通知するということに

何か取り扱いがなされているという話なのです。

ところが、１万円未満になりますと、本人の側が

これを請求しないとできない。これがどの程度あ

るのかわかりませんけれども、国保の関連で、少

なくとも高額医療を支払いする際に、その辺の指

導を私は市として担当課からしてほしいと思うの

ですが、まずそれ第１点です。

それから、今回の国保の関係は、ほとんど給付

関係が減額更正になっております。いわゆる当初

の見積もりが非常に過大であったのか。これは、

県と連絡をとりながら予算をつくってきているわ

けですから、そういった段階での過大だったもの

か。それとも、病院にかかる人がどんどん少なく

なって医療費が下がったものなのかどうか、その

辺の給付関係の減額更正している内容について説

明してもらいたい。

それから、このように歳出が過大に減額になっ

てきているとすれば、あわせて保険税の減額もあ

るわけです。恐らくこれは、当初に見積もった額

より査定、調定額が下がったのか、あるいはそれ

とも当初見込んでおった過年度の収入などが入ら

なかったのか、それとも調定したけれども未納が

あったのかどうか、それらで年度の最終調整など

で調整をしたのか、その辺をお知らせしていただ

きたい。

それから、最後になりますけれども、この国保

の決算剰余金の見込みはどれくらいになっている

のか、それと国保の現在積立金の残高はどの程度

になっているのか。

以上、お答えいただきたいと思います。

〇議長（川端澄男） 民生部長。

〇民生部長（佐藤吉男） 柴田議員のお尋ねにお答

えいたします。

まず１点目の高額医療費の支払いと還付の関係

については、まず最初に一般論をお答えさせてい

ただきたいと思います。その後でただいまお話の

件についてお答えいたしたいと思います。

高額医療費の支給につきましては、ご承知のよ

うに、平成19年度からは70歳未満の被保険者の入

院にかかわる部分について、国保の窓口で限度額

適用認定書を交付し、それを医療機関の窓口に提

示しますと、限度額のみの支払いで済むように制

度改正がなされ、一たん多額の支払いをし、領収

書を添えて国保の窓口に申請しなければならない

という煩雑さと負担が軽減されております。高額

療養費の積算に当たっては、厚生労働省が示して

おります算式で推計した医療費総額の推計値や限

度額引き上げによる減額分を考慮して積算いたし

ましたが、医療費の伸びが予想を下回ったことか

ら、高額療養費も966万8,000円の減額となったも

のでございます。

、 、ちなみに 平成18年度の高額療養費の給付額は

償還払いにより一般被保険者分は1,604件で２億

7,235万6,000円、退職被保険者分は807件で１億

416万9,000円となっております。ただいまお尋ね

の１万円以上の患者負担、8,000円ならというこ

とについては、調査いたしまして、後ほどお答え

を申し上げたいと思います。

第２点目の給付関係をほとんど減額更正してい

るが、過大な見積もりであったのかについてお答

えいたします。保険給付費につきましては、先ほ

ど申し上げましたように、厚生労働省から示され

た算式により、過去３年間の推移をもとに診療報

酬の改定等を考慮して、医療費総額を推計し、そ

れに給付率を乗じる方法で積算しております。医

療費総額が予想を下回ったことによるものと思わ

れますが、療養諸費の合計で4,723万4,000円の減

額となりました。医療費の予測は非常に難しいこ

とで、過去３年間の推移を基礎にすると申しまし
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ても、だれが、いつ、どういう状態で診療を受け

るかということは予測しがたいのが実情でござい

ます。補正前の療養諸費の総額40億7,948万円に

対しまして、減額の割合は1.16％程度ですので、

適正な見積もりであったと認識いたしておりま

す。

また 出産育児一時金につきましては 平成17年、 、

度が117件でした。平成18年度は125件と見込んで

おりましたが、94件にとどまったことから、

1,070万円を減額いたしております。

３点目の一般分保険税の減額内容についてでご

ざいます。一般被保険者分の保険税の減額につき

ましては、収納率を現年度分で87.31％、滞納繰

越分で9.14％と見込み、15億6,938万6,000円を計

上しておりましたが、地域の経済情勢及び雇用情

勢を反映して調定額が予定額を下回ったこと、ま

た収納率は現年度分が86.5％、滞納繰越分が

6.91％と見込まれたことから、１億855万1,000円

を減額いたしました。

、 、 、収納率は 当初予算を下回ったものの 前年度

平成17年度と比較しますと、現年分で1.58ポイン

ト、滞納繰越分で0.54ポイントそれぞれ上昇して

おります。

最後に４点目の決算剰余の見込みと積立金の残

高についてでございますが、決算見込みにつきま

しては、歳入65億5,738万8,000円に対しまして、

歳出65億5,345万円となり、剰余金は63万7,000円

となる見込みです。

また、現時点での財政調整基金の保有額は２億

1,388万5,000円でございますが、３月定例会にお

きまして、平成19年度予算へ計上いたしておりま

す繰入予定額２億892万7,000円を除きますと

495万8,000円となります。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 今一般的な70歳以上の入院に

ついての立てかえ払い制度、医療機関が取り扱い

、 。 、するのは これは承知いたしております しかし

それ以外の部分については、あくまでもいわゆる

本人が２カ月後の償還払いという形になっている

わけです。ですから、結果的に見ますと、一部負

担金の過払いというのがかなり出てきているので

。 、はないかと私は推測しているわけです ですから

１万円超える分については通知をするという何か

通達が以前出ているそうですので、その辺確認し

ながら、今こういう厳しい時代です。しかも、医

療費も、あるいは国保税も負担が非常に厳しいで

す。特にことしは６月の市民税、国保税も含めて

通知を見て、みんながもうびっくりしている状態

なわけです。そういった状況から考えますと、

1,000円、2,000円と言わず、やっぱり返してもら

うべきものは返すということをしないと、低所得

者あるいは低所得者でなくても、やっぱり医療費

を負担する側からすれば救済できるものをそのま

ま放置するというわけにはいきませんので、その

辺もひとつ市の段階でご検討願って、できるだけ

市民のプラスになる方向を検討していただきたい

と、こう要望申し上げて終わります。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

◎会議時間の延長

〇議長（川端澄男） 本日の会議時間は、議事の都

合により、あらかじめこれを延長いたします。

〇議長（川端澄男） 次に、20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） 柴田議員とダブるところは割

愛させていただきます。

私は、個々の基金のことをお聞きしたいと思い

ます。先ほど２億1,388万円が残って、それが平
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成19年度で使われて、残高が少しあるということ

であります。結局今回支出がそれなりに減額にな

って今回の基金の取り崩しが平成18年度が

1,442万9,000円で済んだということであります

が、もしこれの支出が大きければもっと取り崩さ

なくてはいけなくて、当然平成19年度の予算計上

した基金取り崩しの額が間に合わないというふう

なことになったと思います。

それで、平成19年度以降のことをお聞きしたい

のですが、こういう形で毎年基金が取り崩しされ

ているということで、当然平成19年度以降ももは

や対処を考えなくてはいけないと。そこのところ

のお考えをお聞きしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 民生部長。

〇民生部長（佐藤吉男） お答えいたします。

財政調整基金の残高は、先ほど柴田議員にお答

えいたしましたとおり、現在平成18年度末で２億

1,388万5,000円でございます。平成19年度当初予

算に２億892万7,000円を計上してございますの

で、実質的残高は495万8,000円となります。平成

18年度最終予算に戻りますけれども、収納率の一

層の向上と医療費の適正化対策に平成19年度にお

いてはなお一層努めてまいらなければならない

と、こういうふうに思っております。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 20番。

〇20番（横垣成年） それはよろしくお願いいたし

ます。

それと、やっぱりそれだけでは、平成19年度以

降と先ほど聞いたのですが、平成20年度は間に合

わないと私は考えざるを得ないのであります。毎

年２億円ぐらい基金を取り崩しておりますので、

そこの対応はやはり今の時点でしっかり考えなく

てはいけない。それこそ一般会計の繰り入れも視

野に入れながら検討するものかどうか、そこのと

ころの考えをお聞きしたい。私は、やっぱり保険

税の引き上げというようなことは絶対あってはな

らないという、避けなけくてはいけないと。先ほ

ど柴田議員が言ったように、ことし定率減税廃止

でかなりの負担になっているということで、こと

しが上がって、また来年も上がる、再来年も上が

るということになると大変だということで、そこ

の基本的な考え方をお聞きしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 民生部長。

〇民生部長（佐藤吉男） 先ほども申し上げました

、 、けれども 今後とも医療費の動向を注視しながら

なお一層の収納率向上及び医療費適正化に努めて

まいりたいと。担当部としては、そのように考え

ております。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 20番。

〇20番（横垣成年） 担当者としては、それが最大

の答弁だろうというふうに理解しますが、ぜひと

も先ほど私が言ったようなことも視野に入れなが

ら検討をよろしくお願いして終わります。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で報告第11号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第11号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

ここで暫時休憩いたします。

午後 ３時３１分 休憩

午後 ３時４９分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇報告第１２号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第33 報告第12号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。



- 66 -

本案は、平成18年度むつ市老人保健特別会計補

正予算について報告及び承認を求めるものであり

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第12号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇報告第１３号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第34 報告第13号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成18年度むつ市介護保険特別会計補

正予算について報告及び承認を求めるものであり

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第13号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

教育民生常任委員会に付託いたします。

◇報告第１４号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第35 報告第14号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成18年度むつ市下水道事業特別会計

補正予算について報告及び承認を求めるものであ

ります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第14号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

建設常任委員会に付託いたします。

◇報告第１５号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第36 報告第15号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成18年度むつ市簡易水道事業特別会

計補正予算について報告及び承認を求めるもので

あります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第15号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

建設常任委員会に付託いたします。

◇報告第１６号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第37 報告第16号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市税条例の一部を改正する条例に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第16号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇報告第１７号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第38 報告第17号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市半島振興対策実施地域に係る固

定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正す

る条例について報告及び承認を求めるものであり

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第17号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、
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総務常任委員会に付託いたします。

◇報告第１８号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第39 報告第18号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村過

疎地域における固定資産税の特別措置に関する条

例の一部を改正する条例について報告及び承認を

求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第18号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇報告第１９号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第40 報告第19号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、むつ市職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例について報告及び承認を求めるも

のであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第19号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務常任委員会に付託いたします。

◇報告第２０号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第41 報告第20号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成19年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第20号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第20号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第20号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第２１号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第42 報告第21号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成19年度むつ市用地造成事業会計補

正予算について報告及び承認を求めるものであり

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで質疑を終わります。

ただいま議題となっております報告第21号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

建設常任委員会に付託いたします。

◇報告第２２号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第43 報告第22号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成19年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。
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これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、18番柴田

峯生議員。

（18番 柴田峯生議員登壇）

〇18番（柴田峯生） ご質疑申し上げたいと思いま

す。

、 。まず 市長のご冥福をお祈りしたいと思います

今回のこの専決処分は、市長の逝去に伴い、関

。 、連した予算になっているわけです その第１点は

市葬に対し支出する800万円の予算、そして市長

選挙に絡む予算でございます。私は市長の葬儀に

対してとやかく言うつもりはございませんが、し

かし市葬の会場でささやかれた言葉を耳にしまし

たし、葬儀が終わって地域に帰って何人かの人に

も言われました。それは、まず市葬に対して、通

夜を杉山家で行いまして、その後市葬という流れ

になったわけです。そこで、通常このような市葬

を行う場合は、遺族の方で通夜とお葬式を終えて

別の日を選んで市長を送る会とか、市葬というの

が大体そういうひな形になっていると思います。

今回のケースは、かなり間違った面があったと思

います。

そこで、通夜とお葬式の間に時間がございまし

た。市葬に当たっては、開会、そして閉会、収入

役が述べられたわけでありますが、実は市葬の最

後に遺族のあいさつがあったわけです。これに対

して言われたことは、なぜ市葬の前に通夜を終わ

った時点、幕が下がった時点で遺族のあいさつが

なかったのか。それと、市葬が終わった段階で葬

儀委員長なり副委員長からごあいさつがなかった

のか、こういうお話がありました。私としては、

急な事情もあって、こういうスケジュールで行う

ことになったというお話をしておりますが、私に

疑問をぶつけた市民は非常におかしいと、こうい

うお話でありました。

、 、 、それから 予算につきまして 800万円ですが

会派代表者会議で大方の金額を示されました。そ

れで、私どもの会派では会派代表者会議でお話し

の内容をいつも情報でお知らせしておりますが、

、 、一般市民の方は 800万円の内容はどうなのだと

。 、こういうお話でした もう葬儀も終わりましたし

800万円の使途についてご説明をいただきたいと

思います。

それから、選挙管理委員会の方にお伺いしたい

のですが、一つは期日決定の経過、それと投票日

の投票時間の繰り上げ、いずれもこれは選挙管理

委員会の権限ですから、とやかく言うことではな

いかもしれませんけれども、やっぱり市民感覚と

しては、参議院の選挙の期日が延びるのかどうか

という、今日ではそういう経過になっております

けれども、いわゆる開票の際に職員が過労にわた

るというようなお話が市長職務代理者副市長から

ありました。そういった意味で期日を今日の決定

の線にしたというお話も伺ったのですが、いわゆ

る二十数億円というお金を繰上充用しているむつ

市にとって、市長選挙はあくまでも市の財政を使

うわけです。参議院の選挙なんかは交付金が来ま

すから、その交付金によりますけれども、併合で

きる部分は併合して抑制すべきではないかという

考えを私は持っているわけです。過去にもそうい

う重複選挙というのは幾らでもあるわけで、その

辺をどうお考えなのか。

それと、そういう事情もあってか、繰り上げを

して市役所の開票所より何キロを超えるところは

繰り上げすると、こういう新聞報道がなされてお

ります。九艘泊とか源藤城とか、こういった地域

については旧脇野沢村でも繰り上げを行ったこと

はあります。しかし、本村の１区まで、むつ市全

体ですから、何区と区が違いますけれども、旧脇

野沢村の本村１区まで繰り上げたことは一度もあ

りません。今回の選挙管理委員会の決定は、脇野

沢は全くもう繰り上げの時間帯に全部入っている
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わけです、６区とも。

ご案内のように、たとえ１人の有権者でもある

。 、かもしれません これは一つの事例ですけれども

マエダに通っている女の子がおります。朝６時に

出まして、晩８時前に帰るのです。やっぱりそう

いう人だっているわけです。しかも、期日前投票

があるとかなんとかというのは、それはわかりま

すけれども、それだって利用できない人もいるわ

けです。少なくとも私は、そういう声を選挙管理

委員会としてどのように受けとめたのか。これは

決まったことですから、選挙管理委員会の権限で

すからそうですけれども、しかしやはり私は市民

の声に耳を傾けるべきだと、こう思っています。

その辺のところをお伺いしたいなと。

それから、最後になりますけれども、この市長

選挙の説明会、22日に決定したということです。

ご案内のように庁内の連絡をうまくしておれば、

議会の方の日程だって調整できたかもしれないの

です。最初４日間の日程をとっておった一般質問

の日だって２日にしているわけです。そういった

こともやはり私は、確かに執行機関は独立したも

のです。しかし、庁内である程度連携していくべ

きもの、あるいはできるものは連携をして、市民

のための利便を図るということをしていかなけれ

ば、決して行政改革は私はできないと思います。

その辺のところを選挙管理委員会からお考えをお

伺いしたいなと、こう思います。

〇議長（川端澄男） 市長職務代理者副市長。

〇市長職務代理者副市長（田頭 肇） お答えいた

します。

市葬の件でございますが、亡くなった次の日、

１日に会派代表者会議を急遽お開きいただきまし

て、そこでこれまでの長年の功労ということで市

、 、民とのお別れ的な そういう公葬の場を設けたい

やりたいということでお願いした経緯がございま

。 、 、 、 。す そして ２日 ３日が土 日でございました

そして、４日の日に市長職務代理者として専決処

分をさせていただいた経緯でございます。

この市葬をとり行うということにつきまして

は、まず杉山家の方では２日の日に火葬という日

程を決めておりました。そしてまた、通夜、葬儀

を９日、10日ということで設定しておりました。

私どもも市葬を行うというような立場の中では、

この日程調整が一番難しゅうございました。12日

からは定例会が始まるということもありまして、

ぜひその前に、できれば遺族等の余り疲労を来さ

ないように合同でと。そしてまた、対外的なそう

いう来訪の方に対しての配慮もということでの検

討をいたした次第でございます。単独で市葬とい

うことであれば、11日が月曜日、この下北文化会

館が休館日でございますので、早い時間帯にやれ

ないこともなかったと思いますが、合同でという

ことに持っていく方法をまず第一義にした次第で

ございます。

そしてまた、11日ということでは、これはまた

なかなか対外的な方のそういう弔問等も考えます

と、難しいのではないかということを念頭に、９

日の合同で、そしてまた杉山家の意向といたしま

して、前段で通夜の儀を行いたいということの意

向がございました。もうご承知のように、市葬と

いうことでは私の方では公費を執行いたしますの

で、政教分離、宗教的な色彩を一切排除して行う

という原則がございます。その旨を基本として対

応した次第でございます。

おっしゃいました遺族あるいは葬儀委員長のあ

いさつ等でございますが、この市葬ということで

は、先般、まず５月１日に逝去された三沢市長の

市葬が５月19日に行われておりまして、それを偶

然にも参考にすることができました。また、ほか

の分野での市葬ということの概念を見てみます

と、公費を支出しての宗教的な色彩を除いてとい

うことでのそういう公葬たる性格というものがど
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ういうものか、どうして行うべきかということも

。 、ある程度検討いたしました 先進地といいますか

大きな都市では、名誉市民条例というものがつく

られているところがございます。そして、その名

誉市民の方については公費をもって市葬を行うこ

とができると、そういう条例の中で決めておりま

。 。す 全国でもそれはそんなに多くはないのですが

そしてまた、この公葬につきましては、むつ下

北管内では先代のむつ市長も現職で亡くなってお

ります。それから、東通村の川原田村長の村葬も

ございました。そういう例も踏まえながら、そう

いう名誉市民の条例を持っているところは葬儀が

できると。ただ、長崎市のこの前の市長の例がご

ざいました。これは、名誉市民ではございません

が、そういう広い意味での公葬ということで市葬

をとり行っております。

私どもの方は、先ほど申し上げましたように、

現職であり、追悼の言葉で私から申し上げました

ように、このむつ下北地域の振興発展に多大な功

績があったということの見地からお願いをした次

第でございます。

そして、柴田議員言われる内容、形式ですが、

三沢市の例に倣いながら、通夜の儀と分けて、そ

して三沢市の場合も、またほかの市葬の場合も最

。 、後には遺族のごあいさつがございました そして

葬儀委員長は大体そういう追悼の言葉ということ

で対応している例が多いようでございます。

予算的に800万円ということの額でございます

が、内容的には葬儀料、これが200万円ぐらいで

したでしょうか、ちょっとその積算の内容、手元

にございませんが、あとはメモリアルのビデオ、

これが160万円ぐらい、あとは準備等の経費でご

ざいます。三沢市も大体800万円、そして直近の

長崎市の市長の場合は980万円ぐらい、こういっ

た予算を要しているようでございます。

ただ、今私どもの市葬に要した経費については

精算中でございますので、これは当然その額を下

回れば一般会計の方に繰り入れるという形になろ

うかと思いますので、確かに柴田議員ご心配のよ

、 、うに今21億円 今回の提案理由でご説明のとおり

当初の赤字解消計画、昨年の12月の赤字解消計画

の26億円からすれば５億5,000万円、そして累積

が24億8,000万円でしたので、その累積からすれ

ば３億5,000万円、21億4,450万何がしかの今まさ

にその議案第20号で繰上充用したところでござい

ます そして 今この市葬等に要しました4,344万。 、

3,000円でございますが、これを加えましての先

ほど企画部の理事からお話しのとおり、今の段階

では21億7,000万円余の累積赤字と。これから私

の方は財政運営をして、何とか平成19年度、この

分の累積を少しでも減らすべく努力をしてまいり

たいと、そういう考えでございます。

選管の方の立場につきましては、繰り上げの投

票とは別に、私の方は６月１日に選管の方に申し

入れをいたしました。２日、３日が土、日でござ

います。そして、死亡後５日以内の届け出という

ことがございましたので、私の方は国政選挙等も

22日ということも踏まえまして、１日の届け出に

いたしたところでございます。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（大芦清重） 柴田議員

お尋ねの件にお答え申し上げます。

最初の市長選挙の期日の決定でございますけれ

ども、公職選挙法上、地方公共団体の長が欠けた

場合、その欠けた日から５日以内にその職務を代

理する者から市町村選挙管理委員会にその旨を通

知しなければならないという規定がございます。

それに沿ってむつ市の市長職務代理者でございま

す副市長の方から６月１日に通知を受け取りまし

た。そして、公職選挙法の第34条でございますけ

れども、選挙を行うべき事由が生じた日から50日
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以内に選挙を実施しろという規定がございます。

それに沿いまして、１日、この行うべき事由が生

じた日というのは６月１日でございます。これか

ら起算しまして50日以内ということになれば、７

月21日が50日目ということになります。と申しま

すと、執行予定でございました参議院議員選挙で

ございますけれども、７月22日が予定されており

ましたが、21日ということになりますと、選択肢

からは外れるということで、選挙管理委員会では

21日の含まれる日の日曜日であります15日を期日

と決定させていただきましたので、ご了解を賜り

たいと存じます。

そしてもう一点、投票所の閉鎖時刻の切り上げ

の件でございますけれども、柴田議員ご発言のよ

うな、決してその１票をむだにするような、その

施策というわけではございません。私ども合併当

初から、合併市町村においてサービス低下を招く

ようなことは絶対してはならないというふうにき

つく達しされております。その中で、過去、今回

の県知事も含めます４度の選挙ですけれども、最

初は衆議院議員選挙でございました。そして、市

長選挙が10月２日、ことしになりまして統一地方

選挙、４月８日に施行されまして、６月３日県知

事選挙となったわけでございます。この間の経過

でございますけれども、私どもが県議会議員選挙

までのこの３度の選挙の中で検討してまいりまし

、 、 、たのは 開票時間 投票時間をいかに短縮するか

これを課題としてまいりました。その検討の中で

むだとして浮かび上がってまいりましたのが、例

えばむつ市内で開票所から一番近い投票所は海老

川地区コミュニティセンターでございまして、

890メートルでございます そして その次が930メ。 、

ートルで星美幼稚園でございます。この距離です

と、車で二、三分で開票所に到達するわけでござ

います。投票所で投票業務を行った職員が投票所

閉鎖後に開票所に出向いて、そこで開票事業に従

事するわけでございます。このときに従事する職

員は旧市内の投票所、36投票所にばらまかれた職

員が開票所に参りまして開票事務に従事するわけ

、 。でございますが その人員は約150名に達します

そして、これらの職員は20分から30分で投票所か

ら開票所であります市民体育館に到着いたしま

す。そして、ここから開票開始時間の夜10時まで

待機する時間となります。私どもの検討の結果、

この１時間強の時間がむだな時間と。そして、

150人であれば都合150時間と、こういうむだが発

生しているということで、投票環境を整備すると

いう観点からも、時間帯、衆議院議員選挙で今回

対象となりました21投票所でございますが、この

投票所の朝７時から夜８時までの投票者数を調査

いたしました。そして、その結果川内地区が13投

票所で32名、そして大畑地区が２カ所で６名、脇

野沢地区が６カ所で８名が投票所においでになっ

ておられます。そして、市長選挙では同じく川内

、 、地区が同じく32名 大畑地区では２投票区で４名

脇野沢地区では６名となっております。このよう

な結果を踏まえまして、先ほど柴田議員もその面

もご指摘になりましたけれども、前日の夜８時ま

で期日前投票所を開いて投票を受けておるという

ことを考え合わせた場合に、若干の、確かに無理

はあったかもしれませんが、皆様のご理解は得ら

れるのではないかと。そして、４月26日の段階の

行政連絡員の総会がプラザホテルむつでございま

した。その席にお邪魔いたしまして、行政連絡員

の方々に一応このご説明を申し上げました。そし

て、何らかの選挙管理委員会に要望等が寄せられ

るものと考えておりましたけれども、一件もござ

いませんでしたので、このように決定させていた

だいたわけでございます。議員がおっしゃられた

ような１票をむだにするような、そして脇野沢地

区の有権者の方々をむげにするような、そういう

ふうなことは一切考えておりませんので、何とぞ
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ご了解のほどお願い申し上げます。

以上です。

〇議長（川端澄男） 18番。

〇18番（柴田峯生） 私は、副市長のご答弁は、会

派代表者会議を通じても理解をしているつもりで

す。ただ、そういう見方をする市民もいるという

ことをご理解していただければいいなと。精算終

わっていないというので、金額の内訳は出ないわ

けですけれども、それも早い段階で市民にわかる

ような方法で示してほしいなと。

それから、選挙の方の関係については、やはり

選挙は特に今回の７月15日、そして９月の市議会

議員の選挙、これは県議会議員とか知事選挙とは

また違った意味で、本当に市民にとっては戦なの

です。投票率も格段と違います。ですから、もう

時間もそういったことを考えると一票とも言えな

い。町村長の選挙でも１票で当落が決まるという

ふうな自治体があるわけですから、ましてや市議

会議員などの選挙であれば、そういうことだって

あり得るわけで、市民にとって選択の幅が狭めら

れるということは非常に問題があると私は申し上

げておきます。

ただ、さっきも申し上げましたように、本村地

区以外の部分については、過去にもそういった町

村の段階でも事例がありますので、それはそれと

して許容できますけれども、少なくとも本村地域

が一緒になったということは非常に残念だなと申

し上げて終わります。

〇議長（川端澄男） これで柴田峯生議員の質疑を

終わります。

次に、20番横垣成年議員。

（20番 横垣成年議員登壇）

〇20番（横垣成年） １点だけお願いします。

市葬を行う決まり、条例はあるのかということ

でありますが、先ほどの柴田議員に対する答弁を

聞いていますと、ないのかなという形で聞いてお

りました。やはりこういうのは今後とも、それで

は特例という扱いで対応するものかどうか、そこ

をお聞きしたいと思います。

〇議長（川端澄男） 市長職務代理者副市長。

〇市長職務代理者副市長（田頭 肇） 当市には、

特にそういう市葬を行うということでの決まりは

ございません。あくまでも先ほども柴田議員に申

し上げましたとおり、21年以上の市長職としての

むつ下北地域の振興発展に多大な貢献をされた

と。もちろん文化、歴史的なそういう発展も含め

てでございますが、そういう現職としての急逝に

つきまして、市民ともどもということでの考え方

でございます。

条例は、結構大変なのです。そういう名誉市民

条例ということで、亡くなった場合は市葬ができ

るということでうたっておりますが、その名誉市

民の方にはいろんな特典を与えています。年金的

なものを付与したりとか、そういう優遇措置を講

じておりますし、これはひとつ見識の問題であろ

、 、うかと思いますが いろいろ政治ばかりではなく

名誉市民としては文化的、歴史的、そういった功

労の方もあるわけですので。そして、今言ったよ

うに、その中で長崎市の場合は大きなといいます

か、その名誉市民の市葬ということに限らず特別

現職として広くとらえて、これは市民あるいは市

議会の同意を得られると、得たということでやっ

ております。

以上でございます。

〇議長（川端澄男） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で報告第22号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第22号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第22号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第22号は承認することに決定いたしまし

た。

◎散会の宣告

〇議長（川端澄男） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明６月20日は常任委員会の

ため休会したいと思います。これにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、明６月20日は常任委員会のため休会すること

に決定いたしました。

なお、６月21日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ４時３７分 散会
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